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戦後 テー ス ・ サ ブ カ ル チャ ー ズ に つい て (2)・ 
フー テン 疾 か ら ア ン ノ ン 族 べ * 


【0】 若者 か ら 「 ヤ ング ]」 へ 





60 年 代 に | 青年 ] か ら 「 若 者 ] へ の 移行 が あ 
り 、 さ ら に 70 年 代 に は |「 ヤ ング | と いう 呼称 が 台 
頭 し 、 固 有名 詞 と し て の く 若 者 文化 >ーー い わ ゆ 
る 団塊 の 世代 を 中 心 と し た 、 大 人 な いし 社会 全体 
へ の 異議 申し 立て 、 な いし は そこ か ら の 苑 脱 を 指 
向 し た さま ざま な 文化 的 実践 一 一 が 、 若 者 文化 
般 へ と 拡散 する 経緯 に つい て は 、 別 稿 「「 若 者 論 
論 ] に 委ね る が 、 本 稿 で は 60 年 代 の く 若 者 文化 > 
の 混交 の 中 か ら 立 ち 現 れ た 「 フ ー テ ン 族 ] と 、70 
年 代 に く 若 者 文化 > の 余韻 の 中 か ら 生 まれ 、 女 性 
を 担い 手 と し た ユー ス ・ サ ブ カ ル チャ ー ズ (以下 
YS と 略記 ) と いう 点 で も 注目 され る 「 ア ン ノ ン 
族 ] に つい て 検討 を 加え て いき た い 。 



























































【 1】 く 若者 文化 > 状況 と フー テン 族 


東京 に 集 住 する 団 電 

57 年 4 月 の 東京 都 へ の 転入 者 の うち 、15~19 オ 
は 約 5 万 3 千 2 百人 一 一 この 年 代 の 転出 者 数 は 約 
7 千 4 百人 に し か 過ぎ な い 一 一 を 数 え 、 総 転入 者 
数 の 57.1% に あたる ( 廷 , 1961) り 。 ま た 70 年 の 
東京 都 へ の 流出 入 人 口 は 、 全 体 で 1 万 1 千 人 の 入 
超 で し か な い に も か か わら ず 、15 一 19 オ で は 約 14 
万 6 千 人 の 超過 を 記録 し て いる (東洋 経済 新報 
社 , 1985)。 これら の 数 字 を 一 覧 し た だ け で も 、 
団塊 の 世代 一 一 狭義 に は 47 一 49 年 生れ 、 広 義 に は 
46-50 年 生れ (天野 , 2001) が ティ ー ン エイ 









































難 流 功 士 


ジ を むか えた 60 年 代 、 い か に 多く の 若者 が 、 東 京 
(特に 都 区 部 、 多 摩 東 部 、 神 奈川 の 東京 湾岸 部 ) 
を 目ざし た か が 理解 で きよ う (月 刊 ア クロ ス 編 集 
室 , 1989 高橋 , 1995 : 倉沢 ・ 浅 川 , 2004)。 そ 
し て 、 彼 ・ 彼 女 た ち が 集 っ た の が 「 新 宿 ] で あ 
る 。67 年 に 国鉄 新宿 駅 が 1 日 平均 乗降 客 で 全国 
トッ プ と な る 賑わい を みせ 、「 地 方 か ら 上 京 し た 
若者 た ち に と っ て 、 シ ッ ク す ぎる 銀座 は 入り に く 
く 、 す で に 伝統 の 街 と な っ て いた 浅草 は 疎遠 で 、 
渋谷 は 水増し され た よう で 物足りな く 、 池 袋 は ヤ 
ク ザ が 怖い と 言わ れ 、 結 局 、 気 軽 に 安心 し て 先端 
の 文化 ・ 芸 術 に 浸れ る 盛り 場 と し て は 新宿 以外 に 
な か っ た ] (吉見 , 1987 : 281) 。 

日 本 の ヒッ ピー・ ム ー ヴ メン ト に 関わ り 続け た 
山田 塊 也 に よれ ば 、 




































































| ロッ ク が 爆発 的 に 衰 来 す る 直前 の ば くら は 、 
ハー ビ マ ン と か コロ ルト レー ン な どの レコ ー ド を 、 
喫茶 店 に 持ち 込ん で 勝手 に 踊っ た 。 考 えて みれ 
ば 、 そ の 頃 は 寛大 だ っ た の だ 。 深夜 喫 店 な ん て の 
が 新宿 に は 何 軒 $ も あっ て 、 焼 酎 を 持ち 込ん で 議論 
し た り 、 眠 っ た り し て も 文句 も 言わ れ な か っ た ん 
だ か ら 。 ノ 66 年 秋 か ら 67 年 春 に か け て 、 新 宿 は 文 
化 的 六部 の ピー ク に 達し 、 最後 の 徒 花 を 咲か せ 
た 。 そ れ は 革命 前 夜 を 思わ せる よう な 妙 な 解放 感 
と 興 礁 に 満ち て いた ] (山田 , 1990 : 39-40)。 





























66 年 に は 紀伊 國 屋 ホー ル に て 、 大 野 一 雄 ・ 土 方 
異な ど に よる 「『 性 愛 思 徴 学 指南 図絵 ・ ト マト 』 
が 、 翌 67 年 に は 紀伊 國 屋 理 の ジャ スズ 喫茶 ピッ トイ 


























* キ ー ワ ー ド : ユー ス ・ サ ブ カ ル チャ ー、 フ ー テ ン 族 、 ア ン ノ ン 族 


"関西 学院 大 学 社会 学部 助教 授 





1) 60 年 代 高校 へ の 進学 率 は 、60 年 57.7% 一 65 年 70.7% 一 70 年 82.1% と 急上昇 し 、 同 じ く 大 学 ・ 短 大 へ の 進学 率 も 








10.3% 一 17.0% 一 23.69% に 達し て いる 。 在学 者 数 で 見 て も 、 高 校 ・ 高 専 で 60 年 約 324 万 人 一 65 年 510 万 人 一 70 年 























428 万 人 、 大 学 ・ 短 大 で 約 71 万 人 一 109 万 人 一 167 万 人 と 推移 し て いる (東洋 経済 新報 社 , 1985) 


ー 42 一 社 会 学 


ン で 唐 十郎 率い る 状況 劇場 の 「 ジ ョ ン ・ シ ル 
バー』 が 上 演 さ れ 2、 夏 に は 花園 神社 に て 同じ く 
「 月 笛 お 仙 : 義理 人 情 い ろ は に ほへと 篇 』 の テン 
ト 公 演 が 始ま り (渡辺 , 1997)、 ア ー ト シア ター 
新宿 文化 の 地下 で は 、 ア ンダ ー グ ラウ ンド ・ フ ィ 
ルム の 旗手 足立 正 生 作 『 銀 河 系 』 を 柿 沙 し と し 
て 、 央 座 が オー プン し て いる (足立 , 2003)。 こ 
の 年 の 8 月 8 日 に は 米 軍 航 空 機 用 の ガソリン を 満 
載 し た 貨物 列車 が 新宿 駅 構内 で 衝突 ・ 炎 上 する な 
ど 、 騒 然 と し た 時 代 背 景 の 中 、 ジ ャ スズ 喫茶 ?・ 暗 
黒 舞踏 ・ 前 衛 芸術 ・ ア ング ラ 劇 お よび 映画 と いっ 
た 舞台 装置 を 得 て 、 新 宿 (東口 ) は く 若 者 文化 > 
の 、 と り わ け カ ウン ター・ カ ルチャ ー (対抗 文 
化 ) の 震源 地 と し て の 陣容 を 整え て いっ た 9。 













































































67 年 、 フ ー テ ン 族 の 夏 
フー テン 族 の 前 更に は 、 ア メリ カ の ビー トニ ク 
ス に 逐 響 を うけ た ビー ト 族 が 存在 し た 。45 年 に 生 
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まれ 、 高 校 時 代 卿 時 で は カミ ナリ 族 だ っ た 若者 
は 、 上 京 し 日 本 大 学芸 術 学部 に 入っ た 頃 を 次 の よ 


うに 回 顧 し て いる ヶ 。 








| ビー ト 族 っ て いう の は 、 も う 少 し 上 の 世代 、 六 
〇 年 安保 で くず れ た 連中 が 中 心 だ っ た ん だ ろう け 
ど 、 ま あぁ 彼ら の マネ を し て いた ん だ 。 フ ー テ ン が 
出 て きた の は も っ と 後 だ よ 。 ノ 昼間 か ら 新 宿 の 
ジャ ズ 喫 茶 あ た り に た むろ し て ね 。 初め の うち は 
| キー ヨ ]| が ほとん ど だ っ た 。 あ そこ へ 行く と 
アー ティ スト ふう の や つが お お ぜ い い て 芸術 論 の 
まね ご と みた いな の を し ゃ べ っ て いた 。 一 年 の 
途中 で 「 キ ー ヨ | が な く な っ て 「 風 月 堂 ] に よく 
いく よう に な っ た 。 ・… と ころ が 、 三 年 に な る ころ 
か ら 人 徐々 に 様子 が 違っ て きた 。 街 で は フー テン が 
出 て き て 理論 派 じ ゃ な く な っ ちゃ っ た 。 ま わり に 
は だ ん だ ん 学生 運動 の 影響 が 強く な っ て き て 、 
ビー ト 族 仲間 で も 山 の 中 に こも っ ちゃ う や つと 政 



































2) 同年 5 月 に は 「 ジ ョ ン ・ シ ル バ ー ン 新宿 恋し や 夜泣き 編 」 と し て 草 月 アー ト セ ンタ ー で も 上 演 さ れ 、 横 尾 忠則 





























美術 : 横尾 思 旭 、 音 楽 : 和田 














誠 、 演 出 : 東 





























(2001 年 6 月 21 
































な い 。 


の ポス ター が 評判 を 呼ん だ 。 一 方 、6 月 に は 新宿 末広 享 に て 天 
5 多加 ) を 上 演 し て いる 。 ま た この 年 の 暮れ 、 ハ プ ニ ン グ ア ー ト 集 
団 「 ゼ ロ 次 元 ] が 、 新 宿 西口 で 「 焼 身 自殺 芸術 テロ 儀式 ] を 、 東 口 で 「 防 毒 
号 『Quick Japan』 「 ア ー ト テロ リス ト 講 座 」) 。 

3) 「 戦 後 の 喫茶 店 数 の 推移 を 見 る と 、 東 京 二 十 三 区 で 五 千 店 を 超え を る の は 、 よ う や く 東 京 オ リン ピッ ク 後 の 昭和 四 
十 一 年 (一 九 六 六 ) の こと に すぎ ず 、 戦 前 の 水準 に まで 達する の に 随分 時 間 が か か っ た こと が わか る 。 ン し か 
し 、 そ の わずか 五 年 ほど 後に は 一 万 店 を 超え て いる か ら 、 急 激 に 喫茶 店 の 数 が 増え た わけ だ 。・…・ 
団塊 世代 が 大 学 進学 や 就職 な ど で 、 地 方 か ら 東 京 に 大 量 に 流入 し て きた こと も 喫茶 店 の 興隆 に 影響 し た に 佑 い 
若者 が 喫茶 店 文化 の 担い 手 に な っ た の だ 。 ン この 中 で 発展 し た 喫茶 店 の 一 つの 典型 が 、 ジ ャ ズ 喫 茶 だ 。 





機 敷 が 「 大 山 デ ブ コ の 犯罪 」 ( 作 : 寺山 修二 、 









































カル チャ ー (対抗 文化 ) に は 、 支 配 的 文化 に 抗 す る も の 全般 を 指す 用 


新宿 十 五 店 、 渋 谷 十 店 、 下 北沢 九 店 、 高 円 寺 七 店 、 
101) 。 

4) カウ ンタ ー・ 
ど )、 こ こ で は | 日 本 の 対抗 文化 は 昭和 四 〇 年 代 後 ヨ 


あっ て 都会 に 大 
の 、 す な わ ち 「 く 若者 文化 > コ 対 抗 文化 ] と 











〇 1 
ニン 


中 し た 若者 の 世代 体験 を 指す も の | (平野 , 1985 : 55) で あり 、 
し て 理解 し て お く 。 
ビー ト 族 に は ファ ン キ ー 族 ・ ダ ン モ 族 な どの 異称 な いし 類似 の YS が 存在 し た (1997 年 東京 スト リー ト ・ ス タ 











面 全裸 歩行 儀式 ] を 敢行 し て いる 





























この ころ か ら 





























いったい 何 店 あっ た か わか ら な い が 、 昔 古本 屋 で 見 つけ た 『 ジ ャ ズ 日 本 列島 ・ 昭 和 五 十 一 年 版 』 に は 東京 都 
内 だ け で 百 十 一 店 の ジャ スズ 喫茶 と ジャ ズ の ライ ブ ハ ウ ス が 掲載 され て いる 。 ノ 地 域 別に 見 る と 、 吉祥 寺 十 六 店 、 











池袋 五 店 、 荻 窪 三 店 、 国 分 寺 二 店 な ど ] (三浦 ,1997: 























法 も ある が (奥村 , 1994 な 





E か ら 刀 〇 年 代 の 前 半 に か け て 、 折 か ら の ベビ ー ブ ー ム も 


侍 定 の 時 代 状況 に 関わ る も 








イル 展 』 図 録 参照 )。 中 に は 睡眠 薬 遊び に 陀 り 、 ジ ャ スズ 喫茶 に た むろ する 者 も お り 、36 年 生ま れ の 「 元 祖 フ ー テ 
ン ] は 、「 下 宿 を 追わ れ た ぼく は 、 新 聞 紙 を 敷い て 、 何 日 も (新宿 東口 駅 前 で ) 夜 を 過ごす こと に な る 。… フ ー 
テン 族 は ハイ ミナ ー ル や LSD を 服用 し て ラリ っ て いた が 、 ぼ くら の 時 代 は アド ルム と か ブロ バリ ン と いっ た 骨 
眠 薬 が 自由 に 買え た の で 、 そ れ を 飲ん で も うろ うと 
1979 : 220)。 以 下 こ こ で は 、 フ ー テ ン を 放浪 生活 (者 ) の 意 の 普通 名 詞 と し て 朋 

















年 以降 の 数 年 間 に 新 宿 東 口 に た むろ し た 人 々 を 指す 

















し た 気分 を 味わっ た も の で ある 」 (河出 書房 新 社 編 集 部 , 








昌 い 、 フ ー テ ン 族 と いう 場合 は 67 











固有 名 詞 と し た い 。 永島 慎 








二 は 言う 。「 当 時 の フー テン に は 


3 種類 いま し た ね 。 風月 堂 を た まり 場 に し て いる “イン テリ フー テン " と 、 厚 生年 金 会 館 近 くに あっ た キー ヨ 
と いう ジャ スズ 喫茶 に いた “モダン ジャ ズ フ ー テ ン "”。 そ れ に 歌舞 伝 町 に いた 東京 に 行け ば な ん と か な る 、 と 地方 
か ら あ て も な く 上 京 し て きた “ウス ラバ カフ ー テ ン ” っ て ヤツ ら で す 」 (19984 





合 、 こ れ ら は いずれ も 新宿 に た むろ し 、 放 浪 (な いし は それ に 近い ) 











E 9 月 号 『 散 歩 の 達人 」)。 こ の 場 








E 活 を し て いた と いう 意味 で フー テン で 


は ある が 、「 ウ スラ バカ フー テン | が フー テン 族 に 近似 し 、 前 二 者 は それ ぞ れ ヒッ ピー 族 、 ビ ー ト 族 に 対応 し て 
いる 。 風 月 堂 に 関し て は 、2003 年 11 月 号 『BURST』「60 年 代 カ ウン ター カル チャ ー と 新宿 「 風 月 堂 ]| 参照 。 





October 2004 


同 








治 運動 に 走る や つと の 二 つ ! 
た ん だ ね 」 (河出 書房 新 社 編 


に 分 か れる よう に な っ 
部 。1980:200-1) 











この よう に 、60 年 代 初 めか ら 新 宿 の 喫茶 店 な ど 











こ は 、 既 成 の 価値 観 に 背 を 向け た 若者 た ち が 集 ま 
り 始め て いた 。67 年 4 月 か ら 『COM』 に 連載 の 











倫 ら だ 水島 慎 三 の マンガ ラー テ シ と 1 に し て も 。 
60 年 代 前 半 の 新宿 を 舞台 


めがね の 先 に ボー ル 紙 の 望遠 鏡 を つけ た 奇怪 な い 
で た ち も い る 。 モヒカン 狩り も いれ ば 、 ビ ー ト ル 
ズ ・ カ ッ ト も いる 。 それなり に お 洒落 な の だ 。 ブ 
が 、 よ う は 心 で ある 。 物 愛 げ に 芝生 に 転がり 

二 、 三 日 も 彼ら と 生活 を と も に すれ ば 心 は いよ い 
よ フ ー テ ン 的 に な り 、 結 構 あ だ 名 も つき 、 湯 汚い 
フー テン と し て 通用 する で あろ う 」 (67 年 9 月 17 


















































台 に 、 マ ン ガ 家 と | フー テ 
ン ( 族 )] を 名 乗る 若者 た ちと の 交流 を 描い た 作 
品 で あっ た 9。 

その 67 年 夏 、 新 宿 東 口 の 緑地 帯 一 一 フー テン 用 
語 で は 「 グ リー ン ・ ハ ウス 」 一 一 に 若者 た ち が 、 
日 が な 一 日 何 を する わけ で も な く た む ろ を 始め 、 
フー テン 族 な る 「 珍 風俗 ] と し て 取り 沙汰 され て 
いっ た 。 そ の ファ ッ シ ョ ン は 、 一 般 に 「 何 日 も 
洗 っ て いな いよ うな 汚れ た T シ ャ ツ 、 ジー パン 、 
そし て 素足 に サン ダル を 履き 、 そ れ に な ぜ か ショ 
ル ダ ー バ ッ グ を さげ て いた 。 痛 は 服 と 同じ よう に 
何 日 も 洗わ ず 柱 さえ 通し て いな いよ うな 長髪 ( ナ 
ポレ オン カッ ト と も 呼ば れ て いた ) に 、 無 精 明 が 
基本 。・ 髪 が 肩 よ り 下 まで 伸び て いる も の も 少な 
か っ た 」 (アク ロス 編集 室 , 1995 :116)。 先 行 す 
る YS と 比べ る と 、 そ の 徹底 し た ドレ ス ダ ウ ン に 
よっ て 異彩 を 放っ て いた わけ だ 。 だ が 多く の 論 
が 指摘 する と お り (馬渕 , 1989 な ど )、 フ ー テ ン 
族 は 「 ヒ ッ ピ ー 族 ]「 フ ー ゲ ツ 族 ] | サイ ケ 族 ] 
| アン グラ 族 ] 「 長 髪 族 ] と いっ た 異称 な いし は 近 
し い 呼 称 を 持ち 、 そ の 像 は 一 定 せ ず 、 他 の YS と 
の 線引き は 、 そ の 主義 主張 に お いて も 、 そ の 風体 
に お いて も 不鮮明 か つ 流 動 的 で あっ た 7。「 フ ー 
テン は 志願 すれ ば 誰 で も な れる 。 ベ トコ ン 
に 地下 鉄工 事 の ヘルメット を 補っ た 勇 ま 
し い フ ー テ ン も いる 。 玉 な し メガ ネ を か け 、 そ の 








































































































シュ ー ズ 


号 『 ア サ ヒ 芸能 』「 女 に 寄生 する “青春 コジ キ " 
の 24 時 : 潜入 ルポ フー テン 族 ・ 東 京 新宿 に 群がる 
人 目 を は ば か ら め ぬ 300 人 ]) 。 

その 奇抜 な 外見 と と も に 、 シ ン ナ ー の 吸引 な ど 
も あっ て 、 フ ー テ ン 族 は すぐ きま モラ ル パ ニ ッ ク 
視 き 8 きれ て いく こと に な る 。 先行 し た 原宿 族 の 時 と 
同様 、 テ レビ ・ 週 刊 誌 ・ 新 聞 が 若 士 の タイ ムラ グ 
を 持ち つつ も 、 ほ ば ぼ 足 並み そろ えて フー テン 族 の 
生態 を 取り 上 げ て いっ た 。 ま ず テ レビ で は 、7 月 
18 日 の 『 お は よう に っ ぱん 』(TBS 朝 8 時) の 
ティ ー チ イン 「 若 者 は ダメ か | に お いて フー テン 
族 が 画面 に 登場 し (7 月 20 日 付 朝日 新聞 )、8 
20 日 に は 「TBS 朝 11 時 半 の 「 新 宿 フ ー テ ン 族 ]、 
12 チ ャ ン ネ ル 夜 10 時 半 の 「 無 着 先生 フー テン 族 と 
語る ]、 そ れ に フジ 夜 10 時 15 分 「 ス ター 千 一 夜 ] 
の フー テン 娘 と 大 島 当 氏 の 登場 。 一 一 フー テン の 
いい 分 は バラ バラ だ が 、 共 通し て いる の は 仕事 ぎ 
らい に フリ ー セ ックス 、 権 威 の 否定 な どか | (8 
月 22 日 付 朝日 新聞 ) と 同日 に 三 番組 に お いて 取り 
上 げ ら れ て いる 。 ま た 8 月 28 日 |「 マ スコ ミ Q 
(TBS テレ ビ 、 夜 11 時 25 分 )| は 、「 何 か に な り た 
い | と 題し て 、 フ ー テ ン 娘 その 他 数 人 の 十 代 の 女 
性 に 「 自 分 自身 の た め の 広 告 ] を や ら せ て いた ] 
(8 月 30 日 付 朝日 新聞 ) と いう 。 

一 方 週刊 誌 は 、 8 月 14 日 号 『 週 刊 文春 』「 新 宿 
フー テン 族 の 東大 生 ]、8 月 18 日 号 週 刊 朝 
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6) 65 年 4 月 25 日 付 
わっ て 最近 、 








朝日 新聞 「 百 人 余り を 補導 銀座 の “コウ モリ 族 ”" 狩り 築地 署 1【 
銀座 を カッ ポ し 始め た の が 、 細 い コ ウ モ リ を 持っ た 少年 た ち で 、 人 呼ん で 「 コ ウゥ モリ 族 」。 


軸 


こよ れ ば 、「 み めき 族 に 3 


とう 
2 の 





スタ イル 、「 レ ー ン コー ト 族 |] 「 ゾ ウリ 族 ] 「 み ゆき 族 ] | フーテン 族 ] に 次 いで 五 番 目 の 銀座 の 十 代 風俗 ] と あ 





る 。 こ の 銀座 
サー キッ ト : "ナンパ" 
し 、 そ の 後継 と 推測 され る (難波 。2004)。 
が 主催 ムッ と する 狂 藤 
東京 の 下町 側 に あっ た こ 























SN 
ュ ン 


フー テン は マリ ファ ナ や シン ナー を 愛好 し た が 、 


編集 部 , 1995 : 117-8) と いっ た 区 別 が あっ た 。 


「 フ ー テ ン 族 ] な いし 「 フ ー テ ン 部 隊 | (1965 年 3 月 22 
を 狙う マッ ハ 族 と フー テン 部 隊 ) は 、 み ゆき 族 が 抱 を て いた 「 フ ー テ ン バ ッ グ 」| に 由 ぅ 
また 同日 の 記 
視察 の 関係 者 びっ くり | と あり 、60 年 代 中 盤 ま で は 青少年 非行 文化 の 拠点 
と が わか る (松本 , 1978) 。 
フー テン 族 と ヒッ ピー 族 と に 関し て 言え を ば 、「 ど ちら が より 汚い か と 
ヒッ ピー 
な い の が フー テン 、 思 想 が ある の が ヒッ ピー と も いわ れ た 。 ・ 











号 上 週刊 サ ン ケ イ 』「 シ ョ ッ ク 1 





銀 月 
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に 「 京 橋 公 会 堂 の “非行 パー ティ ー" 





札 つ き 少 6 年 
は 、 依 然 








いえ ば や は り フ ー テ ン に 軍配 が 上 が る 。 
は マリ ファ ナ 吸 引 だ け 」 (馬渕 , 1989 :178) 、「 思 想 が 
・ ヒ ッ ピ ー は ゴー ゴー を 踊ら な か っ た |] (アク ロス 








4 三 社 会 学 





中 








| 風俗 ルポ 新宿 フー テン 昆虫 記 ]| な どの 特集 
事 を 組み 、 後 者 で は 「 こ の 一 月 か ら 半 年 間 に 四谷 
著 が 補導 し た 件 数 は 、 無 断 外泊 三 三 七 、 家 出 二 
三 八 、 盛 り 場 ハイ 回 二 二 O、 不 健全 娯楽 人 一 、 睡 
眠 薬 二 三 、 ほ か 計 一 一 四 五 。 場 所 は 大 部 分 が 新宿 
で ある 。 昨年 同期 は 五 七 一 件 だ どか ら 、 ほ ば 倍増 し 
て いる 。・… 権 力 主義 的 な 東 縛 を 拒否 し て は 、 今 の 
社会 生き て ゆけ な いし 、 他 の 集団 と 事 を 構え る 
こと な し で も や っ て いけ な い の だ 。 こ うい うこ と 
が 徹底 的 に 嫌い な も の は は じき と ば され る 。 それ 
が フー テン で ある と 見 る 。 そ こ で 彼ら の グリ ー ン 
・ ハ ウス で は 、 和 完全 な ボス の いな い 、 集 団 の ま と 
まり の 極め て ゆる や か な 社会 が で きた 。 若干 の 自 
衛 と 、 ド ロボ ウ を し な いな どの 、 必 要 最 小 限 の 秩 
序 と モラ ル し か な い 」| と 報じ られ て いる 
同様 に 女性 週刊 誌 $、 8 月 21 日 号 『 女 性 自身 ] 
“フー テン ” する っ て どん な こと 9? : モダ ンジ ャ 
ズ と 朋 眠 薬 と セッ クス に くる っ た 若者 た ちの 素 
顔 ] と いっ た 記事 に お いて 、 

























































































| 抱き 合っ て いた 二 人 は 、 男 の 子 が 可 (19・ 大 学 
生 ) 、 女 子 が フー セン (17) 。 ン は 原宿 、 六 本 木 
を 遊び まわ り 、 フ ー テ ン 仲 間 に 入 っ た 。 喫茶 店 の 
ボー イ を し て いる 。 フー テン 仲間 に 入っ た の は 、 
女の子 に ナン パ ( 小 づ か い を せ び られ た り 食 事 を 
お ご ら さ れる こと ) を され た の が キッ カケ で あ 
る 。 二 人 と も 、 友 人 の パー ト (アパ ー ト ) や 親 威 
の 家 を 泊まり 歩い て 、 フ ー テ ン す る (外泊 する 。 
放浪 する ) 生活 を 続け て いる 。・… 深 夜 喫茶 で 踊っ 
た り 、 ラ リ っ た り し て 一 夜 を すご し た フー テン た 
ち は 、 夜 が は の じ ろ ん で くる ころ 、 新 宿駅 東口 に 
まっ て くる 。 午前 10 時 。 デ パー ト が 開店 する 
と 、 屋 上 に あがり 、 ベ ンチ で ひと ね むり 。 … 男 の 
子 も 女の子 も 、 グ ルー プ の 一 員 な ら 、 食 べ も の や 
お 金 を 分 け あ っ て 助け あう と いう 暗黙 の ルー ル が 
ある 。 し か し 、 が いし て いう と 、 女 の 子 が 喫 茶店 
な ん か で 一 週間 働い た 収入 を 、 仲 間 の 男の子 に わ 
け て や る こと が 多い 。 男 が 働い て 女性 に 食わ せる 
普通 の 社会 と 逆 に みな る ん だ そう だ 。・・ セ ックス 、 
ゴー ゴー、 そ れ に 膝 眠 薬 は 、 フ ー テ ン の “三種 の 
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神器 ' と いわ れ て いる 。… 睡 眠 楽 は 、 ハ イミ ナー 
ル が 主 で 、 そ れ が 手 に 入ら な いと き は 、 ナ ロン 
(生理 日 を 変え る 薬 )、 ア トラ キシ ン (鎮静 剤 ) 、 
ドロ ラン (鎮痛 剤 )、 目 薬 な ど を つか う ] 























と 、 そ の 性 的 役割 の 転倒 や 放 氷 、 楽 物 の 使用 を 非 
難し て いる 。 

こう し た 騒ぎ は 夏 だ け に は と ど ま ら ず 、 9 月 1 
朝 、 淀 橋 署 と 新宿 駅 に よっ て 緑地 帯 に 「 立 入り 
禁止 ] の 表示 が 立て られ た が 、10 日 未明 に は フー 
テン 族 と 野次 馬 500 人 に よっ て 引き 抜き れ 、 派 出 
所 が 投石 され る な どの 混乱 が 続い た (9 月 11 日 付 
朝日 新聞 )8。 












































フー テン 族 と は 

で は 、 こ の フー テン 族 と は どの よう な バッ ク グ 
ラウ ンド を 持つ 若者 た ち だ っ た の だ ろう か 。67 年 
9 月 21 日 号 『 週 刊 大 衆 』 |「 狂 える 若者 “フー テン 
を 食 ” の 行方 : 秋風 の 中 で 聞い た 明日 か ら の 生き 
る 道 ] に よれ ば 、「 フ ー テ ン 族 の 主力 は 、 夏 休み 
で ヒマ に な っ た イカ レ た 学生 た ち 、 と いう 見 方 に 
従っ て 、 七 月 二 十 四 日 か ら 八 月 二 十 八 日 まで に 淀 
橋 署 に 保護 され た 未成 年 者 の 数 を 見 れ ば 、 男 五 十 
人 、 女 三 十 三 人 。 そ の 内 訳 は 中 学生 二 十 八 人 、 
無職 四 十 二 人 、 十 人 は レッ キ と し た 職業 が ある 。 
さら に 同署 か ら 警 視 庁 に 報告 し た 『 フ ー テ ン 族 
こ 関 する 報告 書 』 の 抜粋 一 一 。 プ ヘ へ フー テン 族 の 
種類 =① 十 六 歳 か ら 二 十 三 歳 ぐら いま で の 家出 学 
無職 者 が イン テリ ぶっ て ブラ ブラ し な が ら 、 
] を 愛し 、 誰 に も 東 縛 さ れ な い 生 活 を 望ん で 、 
ー テ ン で ある こと を 誇り と し て いる も の 。 ノ ② 
間 は 工員 、 ボ ー イ 、 バ ー テ ン 、 ウ エイ トレ ス な 
ど 一 定 の 職業 が あり な が ら 、 夜 に な る と グリ ー ン 
・ ハ ウス や 深夜 スナ ッ ク な ど に た むろ し て いる 
者 。 プ ③ 成 人 の いわ ゆる 風 太郎 と 、 飲 みす ぎ て 終 
電 に 遅れ た 者 ] と 、 そ の 属性 は 多種 多様 で あり 、 
中 に は 名 古屋 出身 で 大 塚 の 予備 校 に 通っ て いる と 
いう 大 学 浪人 フー テン や 、 そ の 彼女 で ある 「 家 は 
原宿 の 商店 で 、 東 洋 英和 を 品行 不良 で 退学 、 目 下 
は 、 午 前 中 は 服飾 デザ イン の 学校 に 通っ て いる ブ 


































































































陸 さ 丁 陸 












































8) 67 年 10 月 23 日 号 『 平 凡 パ ンチ 』「 新 宿 モ グラ 族 健在 だ っ た フー テン た ち 」 に は 、[「『 グ リー ン ハ ウス 」』 ぎわ の 階 
段 を お り る と 、 駅 ビル 地下 の 通路 。 壁画 の ある 一 画 が 芸術 的 感 興 を も よ お す の か どう か 、 彼 ら の お 気に入り の 
巣 。 常 時 、 二 ー 三 十 人 くら い 集 まっ て お り 、 フ ー テ ン 少 女 の 姿 も 目 だ つ | と ある 。 
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ル (ジョ ア ) の 娘 (16 オ )] な ども いる と いう 9。 
大 島 潜 の 映画 上 『 無 理 心中 日 本 の 夏 』 (配給 ・ 松 
竹 ) の 主役 に 抜 所 され た フー テン 娘 に し て も 、 
「 家 庭 環 境 は けっ し て 悪く な い 。 父親 は 新潟 県 長 
岡市 の 大 き な 紙 問屋 の 専務 。 四 人 きょう だ い の 
末っ子 で 、 上 の 三 人 は すでに 結婚 し て 独立 。 彼 女 
は 私 立 十文字 高校 を 二 年 で 中 退 後 、 青 山 の 高級 洋 
装 店 で お 針 子 見 習い を し た り 、 姉 の 経営 する 洋装 
店 を 手伝っ た り し な が ら 「| 父 の 送金 を うけ て フラ 
フラ し て 」 いる うち に 大 島 作品 の 主役 に スカ ウト 
され た し だ い ] (67 年 9 月 7 日 号 『 週 刊 現代 」 
[フー テン 族 か ら 村 八 分 に され た 桜井 啓子 ]) 。 ま 
た 、68 年 1 月 13 日 号 『 週 刊 新潮 』「 頓 死 し た フー 
テン 女 生徒 : 17 歳 の 少女 が ウイ スキ ー の ラッ パ 飲 
み | に は 、「 経 済 的 に さして 不安 が ある 家庭 で は 
な い 。 父親 は 、 港 区 の 電機 会 社 の 倉庫 課長 。 ・・ 高 
校生 に な っ て か ら は 、 ジ ャ ズ 、 ゴ ー ゴ ー、 有 睡眠 薬 
に 熱中 する よう に な る | と ある 。 総じて 「 社 会 的 
に は 、 中 産 階級 の 子弟 が 多い 。 彼 ら が 一 番 き らい 
な の は 、 マ イ ホ ー ム 主義 | (深作 , 1968 : 128) で 
あり 、68 年 11 月 6 日 付 朝 日 新聞 に よれ ば 「 フ ー テ 
ン の 家庭 環境 は 多く の 場合 、 地 方 の 中 流 に 属し 
て 」 いた 。 
だ が 、 そ の 一 方 で 68 年 に は 、「 新 宿 に 暴力 フー 
テン 四 人 組 、 ナ イフ で お ど し ] [新宿 周辺 の 
フー テン 族 の 犯罪 は 、 こ の と ころ 目だっ て 増え 、 
淀橋 署 で 今年 速 捕 し た の は 十 三 人 。 空き 巣 、 置 き 
引き 、 恐 喝 な ど 百 三 十 一 件 の 悪事 を 働い て いた 。 
… こ の ほか 、 組 織 暴 力 団 に 食べ きせ て も らい 、 そ 
の 手先 と な っ て 働い て いる フー テン も 」 (5 月 14 
日 付 朝 日 新聞 ) と いっ た 記事 が 多く な っ て くる 。 
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6 月 17 日 付 朝日 新聞 に よれ ば 、 新 宿 の フー テン に 
は 「 本 格 派 ] | 通勤 フー テン | | 観光 フー テン | な 
ど が お り 、 通 勤 組 ・ 観 光 組 の 中 に は 、 遊 ぶ 金 や 帰 

り の 電車 賃 な ど に 困っ て ゆす り た か り を 働い た 
り 、 美 人 局 ま が い の 行為 に 及ぶ 者 も 見 られ る と い 
う 。 

68 年 の フー テン 族 が 67 年 の それ と 異な る の は 、 
前 年 夏 の 騒ぎ を マス メデ ィ ア に よっ て 知っ て いた 
点 で あろ う 1。68 年 10 月 18 日 に ニッ ポン 放送 を 
キー 局 と し て オン エア され た ラジ オォ 番組 『 ザ ・ パ 
ンチ ・ ジ ャ ー ナ ル 』 一 一 新宿 東口 駅 前 広場 を 見 下 
ろ す サン ヨー 電化 セン ター 内 の スペ ー ス で 50 人 は ほ 
どの 若者 を 集め た ティ ー チ イン の 様子 を 夜 7 時 か 
ら 8 時 吾 に 放送 。 三洋 電機 を スポ ン サ ー と し 、 
『「 平 過 パ ンチ 』 誌 の 協力 を 得 て い た ーー で は 、「 新 
宿っ て 街 は マス コミ が つく っ た ん だ と 思い ます 。 
去年 の 夏 フ ワー テン と か 、 ど う の こ う の っ て 双 い だ 
で し ょ 。 そ の 前 に も フー テン 族 み た いな の は いた 
と 思う ん で す 。 マ スコ ミ が 騒が な けれ ば 一 般 の 人 
も あま り わ か ん な か っ た 。 騒ぐ の で あたし ゃ も ぼく 
も っ て いろ いろ 出 て きた と 思う ん で す 」 (内 田 , 
1969:22) と いっ た 発言 が な され て いる 。 

また フー テン の 定義 に 関し て は 、 





































































































| 男 2 フー テン と は どう いう 意味 で すか ?] 
| 女 1 それ は まぁ 、 一 定 の 職業 に つか な いで ね 、 
食べ た いと き に 食べ て 、 ね た いと き に ね る 、 セ ッ 
クス し た と き に セッ クス する 、 そ うい うん じゃ な 
いか し ら 、 よ くわ か ら な いけ ど 。 で も あれ だ っ て 
マス コミ が うみ 出し た 言葉 で し ょ 、 そ れ に つれ 
て 、 い わ ゆ る フー テン っ て いう も の が ふえ て き 

















9) 68 年 7 月 20 日 号 『 週 刊 新潮 」 | 三菱 




















ば 、 後 に ビー ス 和 缶 爆 弾 事件 の 犯人 と 名 乗り 出る 牧 


























て お き な が ら 当 日 雲 了 薄れ する な どの 騒ぎ を 起こ し て 














10) 「 彼 ら の 生活 費 ・ 遊 興 費 の 出所 で ある が 、 た と えば 





























月 号 『 文 藝 春秋 』「 性 風俗 最前 線 ・ 新 宿 を 行く 」) 。 














工 副 社 長 の 意外 な 御 草 司 : 財界 エリ ー ト と 新宿 フー テン エリ ー ト | に よれ 
吉 明 は 、68 年 夏 に フー テン の 集会 を 企画 し 、 カ ン パ を 募っ 
いる 。 

ム は 、「 休 み が ち だ が 街 工 場 で 働い て いる 」。 ま た 、 た と え 
ば ヨッ タン は 「 人 金 は 天下 の まわ り も の 。 よ は ほど と 鍛 し た と き は 、 私 設 職安 へ ゆく 」。 私 設 職 安 と は 、 つ まり 手配 師 
の こと で 、 そこ へ 行け ば 日 雇い 労務 者 の 仕事 の 口 に あり つけ る そう だ 。 この ヨッ タン の 言 に よれ ば 、 と き に は 、 
「 グ ルー プ の 女性 構成 員 中 も っ と も 美人 の 者 が 、 見 る か ら に 好色 そう で 、 か つ 金 の あり そう な 中 年 男 を ハン ト す 
る 。 そ し て 、 何 で も いう こと を 青 く か ら 、 お 小遣い ちょ うだ いよ 、 と ネ ダ る 。 首尾 よく 金 を 出さ せる こと に 成 
功 し た ら 、 隙 を 見 て 仲間 の と ころ へ 逃げ 帰っ て 、 み ん な と 分 配 す る 」 一 と いっ た こと も る 行なわ れる 」 (69 年 7 



































11) 67 年 9 月 15 日 号 『 週 刊 読売 』「 大 宅 グ ルー プ 日 本 考察 く 37> 本 格 派 フ ー テ ン 族 いで よ ! | に よれ ば 、「 彼 ら は 

















現代 ッ 子 の 顔 が の ぞい て いた 」 と いう 。 


お し な べ て 、 異 様 な くら い 人 鱗 舌 で あっ た 。 そ れ は べつ に 「 ハ イチ ャ ン | (ハイ ミナ ー ル ) や 、 
民 薬 の せい で は な か っ た 。・‥ ぼ ば く が マス コミ か ら の 使者 で ある 、 と いう 理由 だ け で ・・。 他人 指向 型 の フー 
テン 、 マ スコ ミ に 色目 を 使う 本 格 派 (?) そこ に は まさ し く 、 や りき れ な い ほ ど に 十 把 ヒト カラ ゲ の 月 並み な 





ドロ ラン と いう 務 





た | 「 男 2 た と えば アパ ー ト 借り て いて も 、 
フー テン は フー テン で ある わけ 7?」「 女 4 そう 
そう 、 だ か ら お 風呂 に 入っ て も フー テン は フー テ 
ン な の | …‥ |「 女 1 テレ ビ な ん か で フー テン み 
て 、 ち ょ っ と や ろう か な ん て の が ふえ た の よね 、 
そん な こと で フー テン 始め た りす る 学生 が 多い わ 
け よ ね 。 で 、 純 粋 な フー テン っ て いう の は 、 そ 
の 、 社 会 に 利用 され た く な い 、 利 用 し た く な い 、 
そう いう 意味 で な に も や ら な い 。 だ か ら 純 粋 な 
フー テン 、 そ れ で その 目的 っ て の は 、 何 も や ら な 
いっ て こと じゃ な いん で すか 」 (内 田 , 1969 : 43- 
5) 


社 会 学 


























と いっ た 議論 が 交わ され て いる 。 結局 、「 そ も そ 
も フー テン と は 何 か | が 議論 され な けれ ば な ら な 
い ほ ど に 、 本 来 東口 駅 前 広場 を ね で ら と し 、 ひ た 
すら 無為 を 追求 し て いた だ け の フー テン 族 は 、 世 
間 の 耳目 を 集め 、 警 察 に よっ て 本 拠 を 礁 われ て い 
く 中 で 当初 の 意味 合い が 薄れ て いき 、 さ ら に 海外 
の ヒッ ピー・ ム ー ヴ メン ト め や 反戦 運動 、 ア ン 
ダー グラ ウン ド な いし アヴァ ン ギ ャ ルド な アー ト 
シー ン な ど と 交錯 する こと で 、 そ の 輸 部 を 失っ て 
いっ た 。68 年 10 月 28 日 号 『 平 過 パ ンチ 』「 若 者 の 
た め の 『 派 閥 ] 案内 」 で は 、 フ ー テ ン 内 の さま ざ 
まな 分 派 が 紹介 され て いる 。 本格 派 フー テン ・ 名 
士 的 フー テン (初期 か ら の 有名 フー テン で ある 
「 ガ リバ ー| な ど ) や シン ナー・ フ ー テ ン 以 外 に 




































































部 紀 要 


第 97 号 





も 、 よ り 政 治 的 ・ 思 想 的 な オキ ナ ワ ・ フ ー テ 
ン 13)、 マ スコ ミ 派 フー テン (宮井 陸 郎 な ど 新宿 ア 
ング ラ 文 化 の 代弁 者 ・ 解 説 者 と し て マス メデ ィ ア 
に 多く 登場 )、 イ ラス ト ・ フ ー テ ン (セツ ・ モ ー 
ド ・ セ ミナ ー の 学生 な ど )、 タ ブロ ー・ フ ー テ ン 
(似顔絵 描き ) 、 詩 人 フー テン 、 風 俗 フ ー テ ン 、 オ 
oe 太 呈 グン ジン キュ ター テン オマ ザ リ 5 
フー テン ( 恥 服 警官 )、 外 人 フー テン な ど が 挙げ 
られ て いる 。 こ うし た 転用 に 次 ぐ 転 用 の 中 で 、 問 
有名 と し て の 「 (新宿) フー テン 族 ] は 消 散 し て 
いき 、 フ ー テ ン と いう 語 は 、69 年 に 始 る 映画 「 男 





























は つら いよ | シリ ー ズ の 中 に の み 生 き 残 る こと に 
な る 。 
拡散 する く 若 者 文化 > 


まず 日 本 に ヒッ ピー・ ム ー ヴ メン ト を 紹介 し た 
の は 、60 年 代 に 族 生 し た 若者 向け 男性 週刊 誌 で あ 
り 、 中 で も 「 平 凡 パ ンチ 』 誌 は 一 貫 し て 、 新 宿 
フー テン 族 は 無 思 想 ・ 無 節操 で ある と 批判 し 、 そ 
の 一 方 で 「 和 製 ヒ ッ ピ ー 族 ] を 称揚 し 続け た ( マ 
ガ ジ ン ハウ ス , 1985)。 だ が その 和製 ヒッ ピー 
族 た ちゃ 、 や が て 辺境 へ と 隠 所 し て いき 、 社 会 的 
な 影響 力 を 失っ て いく < ( 邊 田 , 1990) 。 後 に 残っ 
た の は 、 ヒ ッ ピ ー・ ム ー ヴ メン ト を ビジ ネス へ と 
繋 げた 少数 の 起業 家 と アー ティ スト た ち だ け で 
あっ た (浜野 , 1974) め 。68 年 10 月 21 日 の 国際 反 
戦 デ ー に 新宿 駅 を 占拠 し た 過激 派 や 翌年 春 に 新宿 






















































































12) 67 年 の ヒッ ピー 関連 の 新聞 記 
人 に 対し て 与え られ て いた 。68 年 に 入り 、 よ う や く 
13) 68 年 9 月 16 日 号 『 週 刊 サ ン ケ イ 』「 東 大 の “ 寝 
時 。 安 | 






















































































は 、 ほ と ん ど が 海外 の 動向 の 紹介 で あり 、 ヒ ッ ピ ー と いう 呼称 は 基本 的 に 外国 
本 の 








ッ ピ ー・ ム ー ヴ メン ト が 紹介 され 始め る 。 




















” を か いた 新宿 ヒッピー| に よれ ば 、「 八 月 二 十 四 日 午後 七 
講堂 近く の 四 か 所 か らい っ せい に 火 の 手 が あ が っ た 。G パン に 黒 ヘ ル メ ッ ト の 若者 、 ハ デ な サイ ク 模 様 





で 彩色 し た へ ヘルメット 、 フ ー テ ン ふ う の 女 、 芸 術 家 を 気取っ た 長髪 の ヒッ ピー 族 な ど が 約 三 十 人 。 ワ イワ イ い 








いな が ら 紙 クズ や 本 ぎれ で タキ 火 を 始め た の だ ] 


と いう 事件 が 起き て いる 。 一 方 、68 年 5 月 31 日 付 朝 


14 


15 
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デン 














新聞 に 














は 「 フ ー テ ン 族 、 米 軍 王 子 病院 に 投石 ] と あり 、 反 戦 運動 に 参加 する 者 も いた よう だ 。 








一 九 太 四 、 五 年 頃 、『 平 凡 パ ンチ 』 誌 は よく “アン チ ・ 
し 、 そ の 頃 『 平 尋 パ ンチ 』 誌 と 対抗 し て いた 「『F6 セブ ン 
林 制 的 な 思想 ・ 行 動 ′" と いう 続き も の を の せ て いた ] 
「 東 京 ヒ ッ ピ ー 族 ] で は 、 東 口 広場 に た むろ する 人 々 は 
団 、 新宿 フ ー テ ン 族 、 そ し て 和製 ヒッ ピー と 呼ば れる 
製 ヒ ッ ピ ー は 青年 層 と いっ た と ころ だ 。 ・… 彼 た ち 、 和 製 
大 、 一 橋 、 早 稲田 、 












































きも 紹介 し て いる 。 
新宿 の サイ ケ デ リッ ク ・ シ ョ ッ プ “ ジ ・ ア ッ プ ル ” や 
デュ ー ス し た 浜野 安 宏 な ど 。 浜野 に よれ ば 、「 奇 装 族 ] と 





エス タブ リッ シュ メン ト ” と いう 言葉 を 使っ て いた 
誌 は 、 若 い 批 評 家 や ジャ ー ナ リス ト を 起用 し て 『 反 








(赤塚 , 1969 : 15) 。 現 に 67 年 8 月 21 日 号 「 平 過 パ ンチ 』 





「 大 別 す る と 三 つ の グル ー プ に 分 か れる 。 浮浪 者 の 集 
団 。 ブ 潤 浪 者 は 中 年 、 フ ー テ ン 族 は いわ ゆる ガキ 、 和 
ヒッ ピー 族 に は 、 大 学 に 籍 を お いて いる 者 が 多い 。 東 

















法政 、 明 治 、 遠 く は 京 大 、 北 大 に まで 及 ん で いる の に は お どろ いた 」 と 報じ 、 翌 週 の 8 月 
28 日 号 『 平 過 パ ンチ 』 で は 「 日 本 に 生ま れ た ヒッ ピー の 本 拠 地 


バム アシ ュ ラ ム 富 士 見 セン ター| と いっ た 動 











本 最初 の ディ スコ と され る 赤坂 の "MUGEN' を プロ 
いう 若手 文化 人 に よる 「 マ チ 行 動 一 歩く 、 買 う 、 あ つ 














まる ……」| や 店 舗 展 開 に よっ て 、| ロ ング へ アー も ハレ ンチ も $ も 普通 に な っ た 。 マ チ が 若者 に 対し て 寛容 に な っ 
て 、 マ チ が 若者 を 指向 し 始め た |」 と いう (浜野 , 1974 : 290)。 こ の 奇 装 族 は 、 そ れ ま で 若者 へ の 他 称 で し か な 
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西口 広場 を 占拠 し た フォ ー ク ゲリラ も や が て 次 を 
消し 、69 年 の 「 タ カノ 新装 オー プン の 日 は 新宿 が 
街 を あげ て 協力 、 協 賛 し 、 街 中 に タカ ノ の 提灯 が 
と も され た が 、 そ れ は 社会 的 問題 児 の 集団 だ っ た 
フー テン 族 の イメ ー ジ を 新宿 か ら 消し 去 ろ うと い 
う 街 ぐる み の 吉 葵 で あっ た 」 ( 楠 , 1989 :236) 。 
70 年 夏 に は 「 歩 行者 天国 ] が 出現 し 、 新 宿 は 、 こ 
の 年 の 暮れ 植草 甚 一 に 「 少 し 頭 を は た ら か さ な い 
ん に は 、 新 宿 に 出 た っ て 面白 いこ と に は ブツ か 
ら な いん じゃ な いか な 。 きのう 昼 間 か ら 夕 刻 に ヵ 
け て ブラ つい た と き 、 そ ん な 印象 を うけ た 。 二 年 
まえ だ っ た ら 、 む こう か ら 体 当たり し て くる よう 
な 雑多 な ムー ド が あっ た し 、 ど っ ちの 方 向 へ 行く 
の が 利口 だ ろう か と 、 歩 き な が ら 押 され 気味 に 
な っ た り 、 う わっ 調子 に な っ た も の だ が 、 そ ん な 
と ころ が 、 ま ず 人 違っ て きた ] 「 新 宿 は 異端 文化 の 
原型 を 生ん だ が 、 み ん な 横取り され ちゃ っ た ね 。 
それ に し て も 若い 者 に 対し て 薄情 な 街 に な っ た な 
NN 
67 年 8 月 3 日 付 朝 日 新聞 の 「 論 争 ] コー ナー 
お いて 、 大 島 沙 が フー テン 族 支 持 の 立場 か ら 電 
反 有 理 | を 説く の に 対し 、 反対 派 無 着 成 恭 は 、 
| 青年 の 自覚 な し ]」 と 一 蹴 し て いる 。 無 着 に よれ 
ば 、「 青 年 ] と は 「 人 間 の 労働 と 、 人 間 の 社会 を 
愛す る 真 に 人 間 ら し い 人 間 ] へ と 成長 すべ き 者 で 
あり 、|「 こ の 日 本 を 、 ど の よう な 方 向 へ 違い て い 
く こ と に な る の か と いう 役割 の 自覚 | を 持つ 者 で 
ある と いう 。 明 日 の 国家 や 社会 を 担う 有 為 の 成人 
へ と 社会 化 さ れる べき 青年 期 を 疑わ な い 無 着 に 
と っ て 、 既 存 の 社会 的 常識 や 労働 ・ 生 産 に 背 を 向 
け 、 時 に それ を 破壊 し 、 利 那 に 生き 、 成 熟 を 拒否 
し 、 土 俗 的 な も る の へ の 回 帰 を 試み た り も する この 
頃 の く 若 者 文化 > は 、 到 底 受 け 容 れる こと の で き 






















































































































































































































































































な いも の で あっ た 。 そ し て 、 そ れ ま で の 青年 像 を 
覆す 多く の く 若 者 文化 > の 実践 の 中 で も 、 フ ー テ 
ン 族 は | 貧し い 有 閑 階級 ] と いう 逆説 と 、 当 時 の 
常識 的 な ジェ ンダ ー 観 の 転倒 に お いて 際立っ た 存 
在 で あっ た 17。 そ れ は や が て 70 年 代 に 入る と 、 
| ヤング]」 た ちの ライ フス タイ ル へ と 希釈 され て 
いき 、 か つて 東京 へ 、 新 宿 へ 、 街 頭 へ と 集中 し て 
いた 若者 た ち (の 視線 ) は 、 雑 誌 の グラ ビア や そ 
こ に 描か れ た 「 地 方 ] へ と 散逸 し て いく こと に な 
る 。 









































【2】 旅 する アイ デン ティ テイ 、 アン ノン 族 
急 成長 する 雑誌 メデ イア 

フー テン 族 以 前 の YS が 、 東 京 (近郊 ) 在住 者 
に よる も の だ っ た の に 対し 、 フ ー テ ン 族 は 上 京 者 
を 多く 含み 、 さ ら に ここ で 取り 上 げ る 「 ア ン ノ ン 
族 ] は 、70 年 創刊 の 『an・an』 (平凡 出版 、 現 マ 
ガ ジ ン ハウ ス ) と 71 年 創刊 の 『non・nol( 集 英 
社 ) と いっ た 雑誌 メデ ィ ア に 由来 する YS で ある 
以上 、 当 然 多 く の 地方 在住 者 を 巻き 込ん で いた 。 
それ まで 多く の YS に と っ て マス メデ ィ ア は 、 そ 
れ ら を 非難 し 、 そ の 成員 を ある ステ レオ タイ プ に 
仕立 て て いく 装置 で あっ た の に 対し 、 ア ン ノ ン 族 
は マス メデ ィ ア の 介在 を 前 提 と する YS で あっ た 
の だ 8) 。 

も ちろ ん 『an・an」 『non・no』 以前 に も 、 少 
女 向け や 主婦 向け 以外 に 、 若 い 女性 を 対象 と し た 
雑誌 は 発行 され て いた 。|『 婦 人 画 報 』 と 女性 の 週 
刊 雑誌 と の 中 間 を ゆく よう な 講談 社 の 『 若 い 女 
性 中 は 、55 年 に 創刊 され 、| 毎 号 ス タイ ル ブ ッ ク 
等 の 付録 を つけ 、 特 集 記事 に は 職業 、 結 婚 、 恋 愛 
等 を も っ て 女性 間 に 人 気 を 得 て い る 。 部 数 も 20 万 






























































か っ た 「 族 | を 、 
れ の 中 で 、 有 名 フー テン 族 で あっ た カ 
「 ヒ ッ ピ ー 運 動 ] も 一 種 の 風俗 と 化し て いっ た ( 砂 














チ 』「 副 都心 計画 の 
L や 女性 客 の 誘 
十 代 後半 か ら 二 十 代 前 半 へ と 移っ て いっ た 。 
17) また メデ ィ ア の 面 に 
月 堂 な ど ) や アン グラ 族 (演劇 ・ 舞 踏 ・ 
され る 対象 に 止ま り 続 けた ( 森 , 1969 岩 


の 次 は 新 都心 化 計画 : 若者 の 街 ・ 









































新聞 (No.698, 京都 大 学 新聞 社 )) 


自ら に レイ ベリ ング し 、 仕 掛け て いっ た 事例 と し て 注目 
が リ バー は 、 フ ァ ッ ショ ン ・ シ ョ ウ の モデ ル に 起用 され 
, 1975) 。 

16) 70 年 12 月 6 一 8 日 付 『 朝 日 新聞 』「 新 宿 ・ ジ ャ ズ ・ 若 者 ・ 
新宿 が 策 す 《 ヤ ング 追放 作戦 ) に 
致 を は か る 商店 会 に よっ て ジェ ント リフ ィ ケ ーション が 進み 、 来 街 者 の 年 齢 層 も 、 そ の 中 心 は 




















に 値する (君塚 , 2004)。 こ うし た 流 


佐藤 , 1997) 、 























異端 文化 を さぐる | より 。72 年 12 月 18 
区 1 4] 


号 『 平 凡 パ ン 
に よれ ば 、 高 級 














関し て 言 を ば 、 新 奇 な 自前 の メデ ィ ア や スペ ー ス を 持っ た ヒッ ピー (ミニ コミ 紙 ・ 誌 や 風 
フォ ー ク ゲリラ た ち 
], 1981) 。 

18) 戦後 日 本 社会 に お ける 雑誌 を 介し た YS の 先行 事例 と し て は 、「[「 平 凡 」 族 を 分 析 す る | (1953 年 6 月 1 日 付 学園 
に 見 られ る よう な 、「 平 凡 族 |] な ど 。 


に 比べ 、 フ ー テ ン 族 は マス コミ に 取材 


























ー 48 一 社 会 学部 紀 要 第 97 号 





表 1. “いつ も 読む 週刊 雑誌 " の 年 次 別表 (数 字 は 順位 ) 























































































































61162163164165166167|168169170171172173174175176|77178 
週刊 朝日 1| 2| 2 3| 3| 2| 1| 1| 3| 41 2| 5| 4| 21 4| 1| 1| 1 
週刊 新潮 5| 5| 5| 5| 4| 4| 4| 41 2| 1| 4|1 21 31 4| 1| 21 21 2 
週刊 現代 11 |12111114113| 9| 7| 7| 5| 5| 6| 6| 6| 6| 5| 5| 3| 3 
女性 自身 3| 3| 3| 1| 1| 31 3| 21 1| 1| 1| 1| 1| 1| 2| 4|1 4| 4 
サン デー 毎日 2| 1| 1| 2| 2| 1| 2| 3| 31 3| 3| 3| 2| 3| 3| 3| 41 5 
週刊 平凡 4| 4| 4| 4| 5| 5| 5| 5| 7| 6| 5| 4| 5| 5| 7| 7| 8| 6 
週刊 ポス ト 17 |7 |8 I121716161617 
週刊 明星 9| 7| 7| 7| 7| 7| 6| 8|10|10| 8I10|10| 8| 9| 8| 9| 8 
週刊 文春 6| 6| 6| 6| 6| 6| 8| 6| 6| 8|10| 7| 7| 9| 8| 9| 7| 9 
non・no 19117113111110110 
プレ イボ ー イ 17 | 16 | 17 | 19 20116116|18121119114111 
週刊 女性 8| 8| 8| 9110110112|11| 8|11111111110112111 111 111 1 12 
女性 セブ ン 13 | 11 | 12114114110|111| 7| 8| 8| 8110110110112113 
少年 ジャ ンプ 18 123 117 | 16 | 17 | 14 
少年 マガ ジン 24 18 | 13 | 16 20114115114113115 
セブ ンティー ン 18 124118|18 20 | 19 | 20116 116 
少年 チャ ン ビ オン 40132123123119117 
an・an 21 120118|20118 
平 過 パン チ 15 | 11112111114114115117114113113117 122 122118 
週刊 読売 7| 91 9110| 8| 811011311211211411831141151161151|15120 
朝日 ジャ ー ナ ル 14113114113115115113112118115118116」1712122|24126125 
ヤン グレ ディ 8| 9|111| 9 9| 9 91121121 8111112113124128 









































毎日 新聞 社 『 読 書 世論 調査 』 よ り 作 成 


台 以 上 の 伸び 方 で ある 。 ン 小学 館 が 『 婦 人 公論 
の ジュ ニア 版 と 称し て 60 年 1 月 号 で 創刊 し た 『 マ 
ドモ アゼル 』 は まだ 未知 数 で ある が 、 若 い 女 性 が 
どの よう な 受け 方 を する か に 問題 が ある よう だ ] 
(出版 ニュ ー ス 社 , 1960 : 110)。 ま た 63 年 に は 、 
『「 女 性 セブ ン 』 (小学 館 ) や 『 ヤ ング レデ ィ 」( 講 
談 社 ) も 創刊 きれ て いる 

だ が 、 こ うし た 婦人 誌 の 年 少 且 と し て の 「 ミ ス 
誌 ] や 、 洋 才 の ノウ ハウ や パリ コレ な ど ハ イ 
ファ ッ シ ョ ン の み を 伝え て きた 服飾 雑誌 と は 一 線 
を 画 し 、 今 日 まで 続く 若い 女性 向け 雑誌 ブー ム の 
暗 矢 と な っ た の は 、 や は り 『an・an』 で あり 、 
『non・no』 RS ( 表 1 参 特に 創刊 当初 
の 『an・an』 は 、 海 外 ロ ケ に よる 記事 や 斬新 な 
デザ イン が 評判 を 呼び 、 0 『 エ 
ル 』 と 提携 し て 創刊 し た この 雑誌 は 、 日 本 人 の 
ヨー ロッ パ へ の 憧れ に 決定 的 な 方 向 付け を 行っ 













































































た 。 デ ザイ ナー と し て の 堀内 誠一 の 意義 は 、 ゴ 


ダー や アー ロー が 
の フラ ンス 観 に 無 意 
の 終わ り に し きり 
も の へ の 回 帰 や 、 わ 
いっ た 標語 は 、 こ う 
宰 せ 、 文 化 流行 か ら 
いっ た 。 何 か 別 の も 
いう 直感 を 、 わ た 
































決し て 出来 な い 形 で 、 日 本 人 
識 的 な 枠組 を 与え た 。60 年 代 


に 唱え られ て いた 、 土 俗 的 な る 





れ ら が 内 な る 日 常 性 の 解体 と 
し た 鵜 勢 の も と に し だ い に 色 
取り 残さ れ た も の へ と 転じ て 
の が 台頭 し よう と し て いる と 





し は 強く も っ た 」 (四方 田 , 








2004 : 194) と 、 今日 に 





続け られ て いる 
し か し 、 その 誌面 














お いて も 伝説 と し て 語 


の 先進 性 が 、 す ぐに 売り 上 げ 








に 結び つく こと は な か っ た 。「 当 初 は 、 一 般 公 募 


に よる 奇抜 な 誌 名 も 
イア ウト が や た ら に 
その まま 日 本 の 飛行 


























さる こと な が ら 、 横 文字 の レ 
出 て きた り 、 パ リ ・ モ ー ド が 
場 に 降り 立っ た 感じ で 、 そ の 

















場違い な 誌面 に 、 











本 の 読者 は 戸 ま ど い を 覚え た 


October 2004 


の か も 知れ ず 、 売 行き も あま り 芳 し く な っ た よう 
だ 。 そ れ が 、 次 第 に 平凡 独自 の オリ ジ ナ ル 編 集 を 
加味 し て 軌道 に の せ 、 号 を 追っ て 読者 を 増やし て 
いっ た の は さす が で ある 。 モ デル を 単に “着る モ 
デル ” と し て と ら え ず 、 洗 刺 と し た "行動 する 
ファ ッ シ ョ ン ・ モ デル ” と し て 生活 の 中 に 描い た 
こと が 、 都 会 的 な 若い 女性 の フィ ー リ ング に ミー 
ト し た 、 と も いえ よう 」 (出版 ニュ ー ス 社 , 1971 
・84) 。 

そし て 72 年 か ら 始 っ た 旅 特集 が 、『an ・an』 
fnon・no』 を 完全 に 軌道 に 乗せ る こと に な る 9。 


























「 カ ニニ 族 ] か ら 「 ア ン ノ ン 族 」 へ 

アン ノン 族 の 前 史 と し て 注目 すべ き は 「 カ ニ 
族 ] の 存在 で ある 。67 年 8 月 7 日 付 朝 日 新聞 に よ 
れ ば 、「 カ ニ 族 一 一 幅 の 広い リュ ッ ク サ ッ ク を か 
つい で いる た め 、 狭 い 列車 内 を カニ の よう に 横 に 
な っ て 歩く た め つ けら れ た 。 国鉄 が さる 三 十 一 
年 、 道 内 な ら ど こ で も 、 何 度 で も 乗れ る 便利 な 
「 北 海道 均一 周遊 券 ] を 発売 し て か ら 現れ は じ め 
た 。 札幌 駅 で は 午後 十 一 時 四 十 五 分 の 最終 列車 
が 着い た あと は 、 降 車 口 付近 の コン クリ ー ト の タ 
タキ に 寝袋 や 毛布 を ひろ げ て 寝込む 学生 が 多い と 
き で 四 、 五 十 人 、 旭 川 七 、 八 十 人 、 郊 館 、 網 走 
二 、 三 十 人 、 と いっ た 具合 で 、 な か に は 女性 も い 






























































る 」。 海 外 で の ヒッ ピー・ ム ー ヴ メン ト や バッ ク 
パッ カー た ちの 登場 と 同時 に 、 な いし は それ ら に 
先行 する か た ち で 、 日 本 に お いて も 北海 道 を 中 心 
に 放浪 する 若者 た ちの 姿 が 目立ち 始め て いた ( 新 
井 , 2000)⑳。 こ の カニ 族 は 、 男 性 中 心 の YS で 
あっ た が 、51 年 生れ の 女性 の 回 顧 に 、「 大 学 時 
代 、 カ ニ 族 と いわ れ 、 ザ ッ ク を し ょ っ て ラフ な 服 
装 で 、 ア ル バ イ ト を し て は 、 日 本 各地 を 旅行 し て 
いた 私 は 、 卒 業 し て 勤め は じ め て る も 放浪癖 が や ま 
ず 、 ヒ マ さ え あ れ ば ご らん の 通り に な っ て し まい 
ます 。「 ア ン ノ ン 族 |] が 私 と 同 世代 の 人 が 多い わ 
け で す が 、 彼 女 た ち の 豪華 な 旅行 と は 違っ て 、 私 
の 旅行 は 質素 侯 約 軽 棋 を モッ トー に し て いま す ] 
(河出 書房 新 社 編集 部 , 1981:235) と ある よう 
に 、70 年 代 に は 女性 の カニ 族 も 珍し く は な く な っ 
て き て いた 。 

だ が 、 や は り 若 い 女性 の 旅 の 主流 は 、 ア ン ノ ン 
族 と し て 括 ら れ た 、 女 性 誌 に 触 玩 され た 旅行 の ス 
タイ ル 20 一 一 72 年 2 月 20 日 号 fan・an』」 の 「 日 
本 の 旅 : アン アン 流 『 旅 行け ば ー』 の 大 特集 。 む 
か し の 人 達 の 、 旅 の 仕方 も 発見 し まし ょ う 。] ( 伊 
勢 ・ 尾 道 ・ 札 幌 ・ 京 都 ・ 萩 ・ 野 沢 温泉 ・ 下 総 中 山 
法華 経 寺 な ど ) あたり か ら 本 格 化 一 一 に あっ 
た 2 。[“" ア ン ア ン ” “フン ノ "” に 国内 旅行 の 特集 
記事 が 毎号 掲載 され た の は 、 一 九 七 二 年 の 秋 か 

























































































Y て NTN ヽ 




















し 、「 服 人 恋 





「 そ れ ま で は 外部 の “タレ ント ”" に 依存 する 部 分 の 多かっ た 編集 方 針 
が 、 ほ か の 部 と 同じ よう に 普通 の 社員 で 作っ て 行く よう に 変わ っ た ] と いう 人 事 異動 が 行わ れ 、 海 外 よ り も 国 
内 の へ と 目 が 向け られ て いっ た (三宅 , 1977 :23)。 そ の 結果 、73 年 に は 婦人 雑誌 が 軒 
、 読 者 志向 の 多様 化 や 既製 服 の 浸透 音 及 に 加え 、 後 発 の 








み 実 売 前 年 割れ を お こ 
「non・no』 『an ・an] (いずれ も 月 2 回 














刊 ) 2 誌 の 尻 上 が り の 好調 の 影響 も あっ て 、 そ ろ っ て 落ち 込ん だ | (出版 ニュ ー ス 社 編 , 1973 :80)。 中 で も 





Inon・no』 





は 「 読 者 対象 は 都会 派 の 18 一 24 歳 の 女 情 





E が 中 心 。・ ひ た すら ラヴ リー な 女性 像 を イメ ー ジ アッ プレ し 


た 点 、『an ・an』 と 並ん で 、 ま さ に 既存 の パタ ー ン を 破っ た 新しい フィ ー リ ング 雑誌 の 誕生 と いえ る 。 年 内 、 




















に 延び て お り 、 中 で も 「 ミ ス | 誌 は 、66 年 の 607 万 
ス 」 誌 は 滞 減 、 婦 人 (女性 ) 週刊 誌 も 微増 に 止ま る ー 一 し て いる 。 
20) 前 出 の カミ ナリ 族 か ら ビ ー ト 族 へ と 渡り 歩い た 45 年 4 








1980) 。75 年 9 月 9 日 号 『 週 刊 プ レイ ボー イ 』 の 記 


行 部 数 で 55 年 の 3, 365 万 


早く も 創刊 数 ヵ月 に し て 『an・an』 の 発行 部 数 と 背 を 並べ る まで に 上 伸 し 、 急 追 に 成功 し た と いわ れる 」 (出版 
ニュ ー ス 社 , 1972 :79)。 当 時 の 『non・nol 編集 長 も 、 編 
る | こと と 語っ て いる (塩澤 。 1982 : 227) 。 全 国 出 版 
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誌 (95 年 以降 女性 誌 ) の うち 月 刊 誌 は 、 推 定年 間 総 発 


方 針 は 「 す べ て の 内 容 を ファ ッ シ ョ ン と し て 提 え 














脇 会 ・ 出 版 科 学研 究 所 の 「『 出 版 指標 年 報 』 に よれ ば 、 婦 人 























か ら 02 年 の 17,239 万 局 まで 順調 






































へ と 急 成 長 方 「[ ミ ス ・ ミ セ 








か ら 02 年 の 12, 429 万 











E れ の 若者 も カニ 族 を 体験 し て いる (河出 書房 新 社 編集 部 , 





「 ヤ ング ・ ラ イフ の 開拓 者 《 〇 〇 族 》) に みる 戦後 30 年 」 の 








カニ 族 の 項 に よれ ば 、71 年 に 「 加 藤 登 紀子 の 『 知 床 旅情 ] の ヒッ ト に 乗っ て 、 異 常 な 北海 道 ブ ー ム と な っ た 。 
大 き な リ ュ ッ ク を 背負 っ て 北海 道 を 旅 す る 若者 た ちの こと を こう 呼ん だ 」。 ま た アン ノン 族 と の 関連 で 言え ば 、 
この 年 小柳 ルミ 子 「 わ た し の 城下 町 ] も ヒッ ト し て いる 。 
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ュ ン 


『an・an』 の 旅 特集 の 初出 は 、70 年 7 月 20 














号 Tan・an』 の 「 ペ ロ と サブ の 軽井沢 ] |IYURI ET VERO 京都 ] だ 


が 、 ま だ この 頃 は 外人 モデ ル を 観光 地 に 赴 か せる 斬新 さ が 狙 いで あっ た 。 そ の 後 71 年 頃 か ら 「an・an guide/ 
shoppingl| と いう コー ナー で の 各地 の 名 品 ・ 名 店 の 紹介 が 始ま っ て いる 。 
22) 『an・an』 を 初め 平凡 出版 の 多く の 雑誌 デザ イン に 関わ っ た 堀内 誠一 に よれ ば 、「 ア ン ノ ン 族 な る も の を 最初 に 














ー 50 一 社 会 学 





ら 、 七 八 年 五 月 (アン アン )、 八 〇 年 大 月 (ノン 
ノ ) まで の 期間 で ある 。 こ の 時 期 以降 、 旅 行 記 
が ほとん ど メ イン テー マ と し て 取り 上 げ ら れ て い 
な い 、 と いう こと 自体 、“ 旅 " が 一 過 性 の 、 あ る 
い は 循環 的 な 流行 現象 で ある こと を 示し て いる 」 
(原田 , 1984 : 51)。 こ うし た 旅 特集 の ヒッ ト は 、 
73 年 に 『 旅 に で よう よ 」 (毎日 新聞 社 ) 、74 年 に は 
『「 る る ぶ 』 (日 本 交通 公社 出版 事業 部 ) と いっ た 旅 
行 専 門 誌 を 生み 出し 、「 既 存 の 女性 教 差 誌 ・ 実 用 
誌 は 一 般 に 話題 に 乏しく 、 売 行き も 概ね 横ばい 状 
態 に 終始 し た が 、 ヤ ング 層 対 象 の 『 ノ ン ノ 」「『 ア 
ン ア ン 』 だ け は 傑出 し た 部 数 の 急伸 ] と いっ た 結 
果 へ と 繋が っ て いく (出版 ニュ ー ス 社 , 1974 :74) 。 
も ちろ ん この ブー ム は 、 女 性 誌 だ けが 起こ し た 
も の で は な く 、 大 阪 万 博 後 の 旅客 需 要 の 掘り 起こ 
し を 狙っ た 、70 年 に 始 る 国鉄 ( 現 JR) の 「 美 し 
い 日 本 と 私 DISCOVER JAPAN| キャ ン ペ ー ン に 
後押し され た も の で あっ た 。『an・an』 の モデ ル 
秋川 リサ を 起用 し た 周遊 殊 な どの コマ ー シ ャ ル 
ーー 「 気 まま な 旅 の リサ で ご ざい 
次 々 と 作ら れ 、 ま た 『an・anl』 で 活躍 し た スタ イリ 
スト 原 由美 子 に よれ ば 「 こ の ディ スカ バー・ ジ ャ 
パン に は 秋川 リサ の ほか 、 平 則 パ ンチ の 表紙 の イ 
ラス ト を 描い た 大 橋 歩 や 北山 修 、 な か に し 礼 、 吉 
] 喜 重 な ど も 出演 し て いる 。 こ の キャ ン ペ ー ン 
は 、 ア ン ア ン の 旅 の ペー ジ の 人 気 と 重なっ て 、 全 
国 に 『 ア ン ノ ン 族 』 を 生み だ すこ と に な る | と い 
う ⑳。 前 出 の 『an・an』「 日 本 の 旅 」 特集 号 で も 、 



















































































































































































|「 これから の 旅 は ウー マン ・ 
性 の ひと り 旅 と いう の は 、 


リブ で 行こ う ! 女 
国鉄 で も ポス ター な ん 
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か 作っ て すす め て いる よう だ けど 、 右 来 よ ほど の 
情 が な い 限 り 、 あ り 得 な か っ た も の と みえ て 、 
いま で も 観光 施設 と いう の は 男性 用 に で き て る ん 
な な! 
| 言っ と くけ ど 、 女 の ひと り 旅 は 自殺 か と 思 
5S2ES HRP 
れ な い 。 と くに 予約 し て な いと 、 ぜ ー ん ぜん 。 そ 
うし た ら 、 寺 や 道ばた に で も 寝れ ば いい の だ ぞ 。 
それ は オー バー に し て も 、 と に か く は ら を きめ な 
さい 。 泊まる と こ が な いく らい で 死に は し な い 
(ご 両親 に は この ペー ジ 見 せな いで くだ さい よ )。 
暗く な っ て き て 、 お 腹 す いて 、 今夜 の 和 宿 も な 
く 、 そ の 泣き た いよ うな 気持 ち は 、 ガ ッ チ リ 予 定 
を た て た 旅行 で 味わえ な い 」 


























と 、 国 鉄 の キャ ン ペ ー ン を 意識 し つつ 、 女 性 一 人 
旅 へ の 誘い が アジ テー ショ ン さ れ て いる 29。 





ディ スカ ヴァ ー さ れる 日 本 

その 旅 の 行き 先 と し て 、|「“ ア ン ア ン " “ノンノ " 
0 よ 、 京 都 で ある 。 
両 誌 を 通算 し て 三 六 回 と いえ ぇ ! MO 
の EET 計算 
HH 
軽井沢 、 金 沢 、 神 戸 、 津 和 野 ・ 萩 、 娠 手 、 飛 騨 高 
山 、 長 崎 な ど ] が 好ま れ て お り 、 原 田 ひ ろ み は そ 
の 旅 の カテ ゴリ ー と し て 「 日 本 の 伝統 を た ず ね る 
旅 ・ 自 然 と の ふれ あい を 求め る 旅 ・ 異 国情 緒 を 味 
わ う 旅 ] の 三 つ を 挙げ て いる 。 二 つ 目 の 自然 と の 
ふれ あい が 、 ヒ ッ ピ ー や カニ 族 の それ と は と は 異 
な り 25)、[ “北欧 を 思わ せる 景色 ” (北海 道 )、" 南 










































































義 し た の は 上 野 駅 の お 巡り さん で 、 何 時 だ っ た か 朝日 新聞 に 


が 言っ た 言葉 で し た 。「 最 近 は 又 、 多 く な り ま し た よ 

アン と か いう 雑誌 に 

23) 79 年 5 月 5 

サ が アン アン 調 の 「・・ 

ン の CM は 、「 そ れ ま で の 国鉄 の も つ 男 っ ぽい 、 

置 デ ィ レ クタ ー) 変え た | と ある 。 

24) こう し た 「an・an』 の 主張 の 背景 に 
の 反発 が あっ た も の と 思わ れる 。 














号 『an・an』 











は 、 ウ ー マ ン ・ 











25) 72 年 9 月 20 日 号 『an ・an』」 の 特集 「 目 的 を 一 杯 に 





出 よ うと 思う 。 プ そろ そろ 蟹 族 や ディ カバ ー・ 








よく 出 て る よう な 服 の 女 が 居る で し ょ う が ・… 
は 「 さ きよ な ら ア ン ア ン 」| と 題し て 初期 『an・an』 を 回 顧 し て お り 、「1971 年 秋川 リ 
・ で -ー す | で CM に 新風 を 巻き 起こ す 」 「 前 年 か ら 始ま っ た 国鉄 の ディ スカ バー・ 
ご つい イメ ー ジ を 、 


リブ の 思 


、 つ めこ む 、 そ し て 旅 。」 【 
ジャ パン の 人 た ち が 姿 を 消す ころ だ か ら 、 





家出 娘 の 記事 が 載っ た 時 に 、 上 野 の 交番 の 巡査 
、 勘 で この 娘 は そう だ と 解る ん で す が 、 愉 好 は 、 ほ ら ア ン 
| | (堀内 , 1979 : 141-2) 。 














ジャ パ 


ジ に 」 (電通 ・ 小 田 桐 























明る く 若 々 し い イ メ 


























\ 潮 と それ を 抑 搬 する 「 リ ブ 報 道 ] (井上 , 1980) へ 


こ は 、「 夏 休み は 終わ っ た 。 旅 に 
こん どの 旅 は 、 な ん 


と な く 何 で も 見 て 歩く の は や め て 、 特 別 の 理由 が ある 道筋 を 選び た い ] と し て 、「18 歳 の と きか らち ょ うど 半 世 


8202G0 < 会 う 」 (結城) 、 
旅 を し た | (清里 )、「“ こ ん に ち は "” を 上 手 に 
は な い の で す 。 贅沢 と いう 10030 の 





「 和 牛 乳 は 
いえ な く て 、 京 都 ま で 修行 に 出かけ た ・ 








生 の お 乳 な ん だ 、 と いう こと を 思い 出す た め に 


・] (京都 )、| 贅 沢 な 旅 、 で 


に | (多摩 ) と いっ た 範 例 が 挙げ られ て いる 
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欧 の 港町 の よう な " (南紀 ) な ど ・… 外 国 、 と くに 
ヨー ロッ パ へ の 憧れ が 底流 に 根 深 く ある | こと を 
反映 し て お り 、 ま た 「| 日 本 の 伝統 を た ず ね る | 
し て も 、「 東 洋 の エキ ゾ チ ッ ク な 人 や 物 を 発見 し 
て 歓声 を あげ る 西洋 人 人 の それ へ と 後 妙 に スラ イ 
“| し て お り 、 オ リエ ンタ リズ ム の まな ざし を 内 
面 條 させ て いた 点 で 、 か つて 日 本 に 渡来 し た 西洋 
人 の 足跡 を 長崎 ・ 神 戸 な ど に た どる 「 異 国情 緒 を 
味わう 旅 ] と 同型 的 な も の で あっ た と いえ よう 
(原田 , 1984 : 56) 。 

団塊 の 世代 と され る 女性 た ちの 声 を 拾っ て いく 
と 







































































「 今 、 手 $ と に 妹 と 京都 ・ 神 戸 旅行 を し た 時 の 写 
真 が ある 。 観光 スポ ッ ト の あちこち で すか し た 写 

真 を 撮っ て いる 。 歴史 の 重み を 感じ させ る 古い 街 
並 の 中 に 最 和 欠 端 ファ ッ シ ョ ン の 若い 女の子 を 立た 
せ て コン トラ スト の 面白 さ を 狙う (あたかも “ 親 
日 派 ” の 欧米 人 が 日 本 の 古都 を 面白 が っ て いる か 
の よう な 気分 で ) 一 一 と いう の が 『 ア ン ア ン 」』 風 
だ っ た の だ けれ ど 、 私 も 妹 も すっ か り そ の 気 。 
『 ア ン ア ン 』 の 一 ペー ジ を 演じ て いる 気分 で ある 。 
グ 11 月 頃 だ っ た の だ ろう か 。 私 も 妹 も VIVID 森 英 
恵 の コー ト を は お っ て いる 。 私 は 、 妹 が 編ん だ ク 
ロー シュ ( ま ぶ か に か ぶる 釣り 鐘 型 の 帽子 ) ある 
い は チェ ッ ク の ハン ティ ング を か ぶっ て いる 。 妹 
は 、 ロ ング の ウィ ッ グ で つけ 毛 を し て いる 、 足 も 
と は 二 人 と も ガッ チリ と し た 5cm くら い の ヒ ー 
ル つ き の 靴 で ある 。‥ ど う も 、 昔 は 『 ア ン ア ン 』 
風 の 写 真 を 撮る た め に 旅 に 出 た 一 一 と いう フシ も 
ある よう だ ]| (中 野 , 1999・182) 










































































また 、 ポ スト 団塊 と され る 世代 も 次 の よう に 述 
べ て いる 。 


[高校 を 卒業 し て 制服 を 脱い だ 私 は 、 ア ン ア ン ・ 
ノン ノ か ら 仕 入れ た 情報 を も と に 、 青 山 通 り へ ベ 
ル ボ トム の ジー パン を 、 ま た 銀座 の みゆ き 通 り へ 
アン チッ ク プ リン ト の スカ ー ト を 買い に 走っ た 。 
そし て そん な ファ ッ シ ョ ン に 身 を つつ み 、 立 て 看 
板 だ けが 空しく 立ち 並ぶ 虚無 的 な キャ ン パ ス を 闘 












































歩 し た 。 ノ 雑誌 が で る と すぐ 、 友 だ ちと 顔 を つき 
合わ せ て は 星 占 い を 見 た も の だ 。 映画 や 音楽 の 知 
識 も 仕入れ ん 、 ロ バー ト ・ レ ッ ド フォ ー ド も マイ ル 
ス ・ デ イビス も 「 い ちご 白書 ] も マザー グー ス 
も 、 ア ン ノ ン で 知っ た 。「 老 舗 の ある 町 ] | 私 の 坂 
道 を さがし て 長崎 を 歩く ] | 朝市 の ある 町 ]」「 お 寺 

















に 泊まる 」 …… 美 し い 写 真 で 文学 散歩 道 や お 店 を 
紹介 し た 記事 は 、 い つも 私 を 魅 き つけ た 。/ ノ 初め 





て の ひと り 旅 。 京都 へ 行っ た 。 春 、 渡 月 橋 の 上 で 
な ご り 雪 に 巻 か れ な が ら 、 私 は 一 種 の 解放 感 に 
浸っ て いた 。 長崎 へ 、 高 山 へ と 、 イ ラス トマ ッ プ 
を 片手 に 市 電 に 乗っ た り 、 裏 通り を 歩い た り … 
。 “も う 一 人 の 私 を 探す 旅 ”" は アン ノン が 教科 
書 だ っ た 。 プ そん な ある 年 、 京 都 の 三 年 坂 を 下っ 
て いた ら 、 む こう か ら 上 っ て くる 同じ くら い の 年 
か っ こう の 女性 が 、 私 と 同じ 雑誌 を 持っ て いた 。 
気がつく と 、 ま わり の 女の子 た ち が 、 同 じ よ うな 
格好 で 同じ 店 に 入っ て いく 。 私 は そっ と 雑誌 を し 
まっ た 」 (河出 書房 新 社 編集 部 , 1987 : 331) 



































そし て 送り 手 の 側 か ら も 「 読 者 が すぐ 実行 で き 
る 、 す ぐ 買 える 、 そ うい う 内 容 で 全 ペ ー ジ が 埋め 
られ た 。・ 毎 号 こ こ に 載っ た 商品 は 大 変 な 売れ 行 
き に な る そう で 、 似 た よう な 品 が あっ て も 、 本 に 
載っ た の と 同じ で な けれ ば ダメ と いう 。 店 の 人 た 
ちか ら そ ん な 話 を きく に つけ て 、 私 は そろ そろ 
『 ア ン ア ン 』 に 飽き て いる こと に 気づい た | と 、 
こう し た 情況 へ の 危 眼 が 示さ れ て いる (三宅 , 
1977・24)26)。 

70 年 代 を 下る に つれ 、| 不 幸 な 生涯 を 送っ た 昔 
人 に 自分 を 投影 し 、 緑 あふ れる 自然 の な か で 心 安 
ら げ 、 日 本 の 心 を 探し 求め な が ら 自 分 の アイ デン 
ティ ティ ー を も 求め た 孤高 な ひと り 旅 。 こ れ が 元 
家 ア ン ノ ン 族 の 旅 で は な か っ た か 。 プ だ が 、 ブ ー 
ム と いう も の は ひと り 歩 きす る の が 常 だ 。 若い 
女性 の 受け 入れ に 慣れ て いな い 観 光 地 は 、 ニ ー ズ 
を 甚 違 いし た 施設 を 作る 。 テ ィ ー ン エイ ジャ ー の 
雑誌 ふ 、 カ ッ プ ル で の ラブ ラブ 旅行 を あお る 。 そ 
し て 、「 ネ クラ 」] と いう 言葉 の 流行 と と も に 元祖 
アン ノン 族 は 行き 場 を 失っ て いく | と いっ た 
が 進ん で いく < (97 年 10 月 22 日 号 『 毎 日 グラ フ ・ ア 






































ちら 
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26) 73 年 12 月 号 『 宝 島 』「an ・an、non・no の 京都 な ん て 、 ど こ 








と コマ ー シ ャ ル の 結託 が 指摘 され て いる 。 


に ある の だ ろう 1 7? | で は 、 旅 の ロマ ン テ ィ シ ズム 
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会 
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民 
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北 , 
思い 出 散 





ミュ ー ズ 』 | 再訪 アン ノン 族 の 旅 
歩 」)27。 

79 年 5 月 1 日 付 朝 日 新聞 記事 1 アン ノン 族 ] 
まばら 若い 女性 鎌倉 ・ 京 都 に ソ ッ ポ | に よれ 
ば 328) 、 






































人 [さら ば アン ノン 族 で す よ 」 と 雑誌 「 ア ン ア ン ] 
の 甘 精 章 編集 長 は いう 。 創刊 の 四 十 五 年 は 、 
ファ ッ シ ョ ン で は 「 既 製 服 時 代 ] の 幕 あ け 、 旅 で 
は 国鉄 の 「 デ ィ ス カバ ー ジ ャ パン | が 始ま っ た 
年 。 高 度 成長 の さなか だ け に 、 若 者 た ち は 買 いま 
くり 、 遊 び ま く っ た 。 ミ ニ 全 盛 、 秘 境 ブ ー ム も 、 
ーー つの 流行 が 多く の 人 を 支配 で きた この 時 代 の 特 
徴 を よく 示し て いる 。 ノン 不況 が 始ま っ た 四 十 九 
期 を 迎え た 。 五 十 万 部 が 
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年 、「 ア ン ア ン ]| は 最盛 
発売 で 売り 切れ 、 毎号 四 、 五 千 通 の ファ ン レ 








ター が 舞い 込ん だ 。 ロ ング スカ ー ト と 「 古 都 ] 
「 城 下町 ] プー ム の 時 代 。 京都 、 鎌 倉 、 飛 騨 高山 
の 特集 を 年 に 各 三 回 ずつ 組ん で も な お 売れ た 。 
不況 の 影響 は 五 十 一 年 ご ろか ら 現 れ 出 し た 。 流行 
の 支配 力 が 落ち 、「 み ん な が て ん で に 好き な 格好 
を し 始め た | と いう 。 以来 、 フ ァ ッ ショ ン 界 で は 
[圧倒 的 な 流行 」] は 現れ な い 。 二 、 三 年 遅れ で 、 
旅 に も ち 、 い まそ の 傾向 が 浮か び 始 め た の で は な い 
か 、 と 甘 精 さん は 「 旅 の 個性 化 ] を 見 る ] 




































































そし て 80 年 代 に 入る と 、| マ スコ ミ ゃ 近頃 さす 
が に アキ ちゃ っ た の か | アン ノン 族 ] と 騒ぎ た て 
な い が 、 こ の テ の 女の子 は まだ まだ サイ レン ト ・ 
マジ ョ リティ と し て 存在 し て いる は ず だ ]」 (82 年 
7 月 25 日 号 『HotDogPress」) と 語ら れる よう に な 
り 、 ブ ー ム は 終息 し て いっ た 。 
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ジェ ンダ ー・ ト ラブ ル か 、 従 順 な 消費 者 か 

で は 、 ア ン ノ ン 族 と は 一 体 何だ っ た の だ ろう 
か 。 甘 精 の 言う よう に 、 フ ァ ッ ショ ン や 観光 な 
ど 、 レ ジャ ー お よび 消費 の 主体 と し て 、 女 子 大 生 
や OL た ち が 立 ち 現れ て きた 現象 で あっ た こと は 
確か だ ろう (土方 , 1989) 。 編 集 者 の 一 人 も 次 の 
よう に 回 顧 し て いる 。「 原 宿 な ど に プチッ ク が 乱 
立 、 日 本 中 の メー カー が 大 小 ブ ラン ド を 乱発 、 そ 
し て 若い 女の子 た ち が “お 店 ”" と か “ショッピン 
グ ” に 異常 な 関心 を 持ち 始め 、“ お し ゃ れ " と 
“ファ ッッ ション” が 女の子 の 大 き な テ ー マ に な っ 
て くる 。/『 ア ン ア ン 』 や 『 ノ ン ノ 』 が その 風潮 
を 作っ た の で は な く 、 む し ろ 級 維 業 界 や 商社 の 政 
策 に よっ て 、 そ ん な 時 代 が 作ら れ て いっ た の で は 
な いか 。『 ア ン ア ン 』 の 広告 ペー ジ が どん どん ふ 
えて 、 雑 誌 の 販売 は 赤字 で も 、 全 体 と し て は 大 幅 
な 黒字 と いう 結果 も 、 既 製 服 時 代 が 反映 し て いる 
よう だ 」 (三宅 , 1977 : 23) 。 
これ ら 女 性 誌 に よる 旅 特集 も 、 結 局 は 旅先 で の 
消費 へ の 誘い で あり 、 ア メリ カ の 匂い の する 「 エ 
キ ゾ チッ ク 」 な 街 原宿 で の ショ ッ ピ ング で あっ た 
り も し た 2 。 [原宿 が 《 若 者 文化 の 街 ) と し て 全 
国 的 に 知れ 渡っ た の は 、 日 本 で ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 
が 誕生 し た 70 年 代 初頭 。 そ の 代表 格 で ある 『 ア ン 
アン 』 の 特集 「 東 京 の 街 で 外国 を 発見 し た 原宿 物 
語 ] で 、 全 国 に セン セー ショ ナル な デビ ュー を 
飾っ た 」。 そ し て 、 そ の 原宿 の トレ ンド は |『 原 宿 
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dh 



















































































族 』 に 変わ っ て 『 ア ン ノ ン 族 』 と 呼ば れる 『 ア ン 
アン 』『 ノ ン ノ 」』 志向 の 女性 達 が リー ド し 始め 
る 。 当時 の 彼女 達 の ファ ッ シ ョ ン の 主流 は 、 


| ジー ンズ ・ ブ ー ム | と 「 ア ン ノ ン ・ フ ァ ッ ショ 
ン | で あっ た 。 さ っ そう と 歩く 彼女 達 を 称し て 
| 雑誌 か ら 抜 け 出 た よう な …] と いう 文 名 が ホメ 
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ュ ン 














に 存在 する 。 女 性 誌 は 京都 特集 で 部 数 を 1 
































同 特集 で は 軽井沢 ・ 清 里 ・ 京 都 ・ 高 山 ・ 萩 津和野 が 
ば し 、1974 有 
歴史 愛好 家 、 修 学 旅行 生 が 訪れ て いた 京都 の 地 に 、 
見 る と 、20 代 の 女性 が 主たる 観光 和 客 に な っ た こと が よく わか る 」 と いう 。 ま た 79 年 5 月 27 日 号 『 週 刊 読売 』 は 





訪 され 、「 ア ン ノ ン 族 ブー ム と 京都 観光 の か か わり は 立派 


E に は ノン ノ の 特集 で 年 間 4 回 も 登場 。 一 部 の 文化 人 や 











着い 女性 た ち が どっ と 押し 寄せ た 。 当 時 の 観光 統計 資料 を 





an・an』 の 新 創 刊 を 取り 上 げ 、| 雑 誌 を 小脇 に 、 
と 評 し て いる 。 

75 年 3 月 19 日 付 朝 
月 4 日 付 朝 日 新聞 「 今 


28) 


























の 問題 























京都 や 5 


日 新聞 「 流 行 に ソ ッ ポ が 流行 ]」 で も 、 圧倒 的 な 流行 の 消失 が 指摘 され て いる 。 ま た 、 
新 ア ン ノ ン 族 ] は 、「 今 年 の 出版 界 で 、 写 真 週 刊 誌 の 五 誌 競 争 と 











倉 の 街 筋 に 群れ る と いっ た 風俗 は 、 す で に 語り 草 ] 


86 年 12 
ぶ 大 き な 話 


























題 と し て 、 男 性 ファ ッ シ ョ ン 誌 の 相次ぐ 登場 が ある 。 別 民 も 加え る と 十 誌 を 超え る | と 、 男 性 の アン ノン 族 化 


を 愛 い て いる 。 
29) 63 年 まで 現代 々 木 公園 





に は 米 











の 書籍 や 生活 雑貨 、 本 国 へ の お 土産 品 を 売る 店 と し て オー プン し た ( 全 














将校 の た め の 「 ワ シン トン ハイ ツ | が あり 、 キ ディ ラン ド は 50 年 に 進駐 軍 向 け 








1994) 。 
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うら べ ま こと は 、68 年 か ら 71 年 まで を 「 ヤ ング 
・ マ ー ケ ッ ト 繁 盛 期 ] と 呼び 、 そ の 原動力 と し て 
いわ ゆる マン ショ ン ・ メ ー カ ー 一 一 数 人 の 仲間 で 
趣味 的 な 服 を 小 ロ ッ ト で 作っ て いく ー 一 の 存在 を 
指摘 し た が 、 そ の マン ショ ン ・ メ ー カ ー が 集積 し 
て いた の が 当時 の 原宿 で あっ た (うら べべ , 
1982)。 こ うし た ヤン グ ・ マ ー ケ ッ ト の 中 心 に 
あっ た の が アン ノン 族 で あり 、 三 浦 展 の 調査 に よ 
れ ば | アン アン | 「 フ ノン ノ 」| を 両方 読ん で いた 女 
性 は 全体 の 22% で ある の に 対し て 、 短 大 ・ 大 学卒 
の 女性 で は 32%、 高 校 ・ 専 門 学校 座 の 女性 で は 
7.5% で あっ た 。 ‥… つ まり 、「 ア ン ア ン 」]「 ノ フン ノ ] 
を 片手 に 、 シ ョ ッ ピ ング を し た り 、 旅 行 に 行っ た 
り し た アン ノン 族 は 、 団 塊 世 代 の 中 で は 、 短 大 、 
大 学 に 進ん だ 、 一 部 の 恵まれ た 女性 だ け だ っ た の 
だ 」 (http :7/7 www . culturestudies . com / baby _ 







































































boomers/baby_boomers13.html) 。 

し か し 、 ア ン ノ ン 族 を 各種 文化 産業 の マー ケッ 
ト と し て の み と ら える べき で は ある まい 。72 年 発 
足 の 「 中 ピ 連 ] と は 比較 に な ら な いか も し れ な い 
が 、[「70 年 代 始め と いえ ば 、 独 身 女性 が 一 人 で 泊 
まり が け の 旅行 に 出る な ん て 、 も っ て の は ほか 」| と 
いう 時 代 に 、 一 人 で 、 な いし は 旅先 で 知り 合っ た 
同性 の 友人 と 旅 を 続け る 姿 は 、 一 種 の | ジェン 

ー・ ド ラテ ラブル | で あっ た ⑳。 また 70 年 代 の 
『an・an]』 に お いて 多く の 頁 を 割か れ て いた 読者 
の 交流 コー ナー「 ア ン ア ン ミ ニコ ミ 」 の 盛り 上 が 
り は 、 対抗 文化 や ウー マン ・ リ ブ が 生み 出し た 
1 ミニ コミ ] 以上 に 、 同 世代 の 若者 を 媒介 する メ 
72 し で 検 能 じ で いた アー ゲン ツ 放 。 やゆ 
ピー・ ム ー ヴ メン ト 、 学 生 運 動 、 反 戦 運動 、 女 性 
解放 運動 な ど に コミ ッ ト で き な い 層 ま で も が 、 若 










































































者 な いし ヤン グ と し て 、 時 代 の 主役 と いう 意識 ・ 
感覚 を 分 有 し えた の は 、 雑 誌 な どの より ミディ ア 
ム な マス メデ ィ ア に よる と ころ が 大 で あっ た 30。 


「 女 性 雑誌 文化 は 、 時 私 た ちの 世 
代 と と も に 成長 し 、 4 
NN 分 け は 、 私 た ちの 世代 に 
際 還 や の 05 合わ (MM 
身 し て こ な け れ ば な ら な か っ た の で ある 。 し か も 
私 た ち は 、 雑 誌 と 縁 の 切れ な い 生 活 を 送っ て い 
る 。 プ と ころ で 、 な ぜ 、「 雑 誌 ] な の か ?・ 第 一 
に 、 同体 的 規範 か ら 切 れ た と ころ で 育っ て きた 
EN 互い の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
に マス 媒体 を 要 5 青 す る ほか な か っ た 、 と いう 
が ある 。 私 た ち は 深 夜 放 送 で 同 世代 の 動向 を 知 
り 、『「 び ぴあ 』 で 同 世 代 と 出会う 場所 へ お も むい た ] 
(上 野 , 1984 : 82) 
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雑誌 に よっ て 完全 に 仕掛 けら れる の で は な く 、 
ある 部 分 で 雑誌 を 読者 間 の メデ ィ ア へ と 変容 さ 
せ 、 雑 誌 の 主張 を 自ら の 側 に 取り 込む と と も に 、 
自身 た ちの 感覚 を 誌面 へ と 反映 させ て いく 。 そ う 
し た プロ セス を 通じ て 、 何 ら か の 主体 と し て 構成 
され る の み で は な く 、 自 ら を 何者 か に 構成 し て い 
く 体 験 の 喜び は 、 そ れ ま で の ラディ カル ズ や 対抗 
文化 が 提供 し 得 た な いと ころ で あっ た 。「 ア ン ノ ン 
族 は な る ほど と 画 一 的 な 行動 パイ ター ン を と っ て は い 
た が 、 そ れ は ファ ッ シ ョ ン を 単なる 外見 と する 二 
元 論 を つき 崩す キッ カケ と な っ た の で ある 。 と い 

は 、 彼 女 ら は 衣服 だ け で な く レ ジャ ー・ 遊 び 
も 含め た 暮らし の ファ ッ シ ョ ン 化 を 求め た か ら 
だ 。 彼女 ら に と っ て ファ ッ シ ョ ン は ライ フス タイ 
ル の 最も 有効 な 表現 手段 に な っ た の で ある 」 (84 
年 7 月 号 「 ア クロ ス 』「 現 代 若 者 論 一 の り 子 と サ 







































































30) 前 








上 ビ 


「 再 訪 ア ン ノ ン 族 の 旅 思い 出 散歩 ] を 取材 し た 記者 が 、「 風 山 レデ ィ ー ス ホテ ル 」| を 取り 上 げた コラ ム に 











よれ ば 、 14540 放 よれ ば 、 一 人 旅 の 女性 00 旅先 で 通り すがり の 出会い を 楽し 





み 、 お 互い に 恋 や 人 生 の 悩み を 打ち 明け あい 、 翌 


う (http: We onfield.net/column/020601/shuzai. 本 また 山根 一 師 に よれ ば 
育 景 に は 、『an・an』 で 多用 され た 書体 ナー ル の 影響 


ルク 著 

















で の 筆記 法 の 共有 も 、 赴 範 か ら の 離脱 と 言え よう 。 
31) 77 年 
ば 団塊 世代 の 平均 初婚 年 齢 は 24 オ で 、 
が 出る 。 女 た ち は 巣 づく り に 
た ちの 世代 に 反抗 し た は ど に は 





















































こ は 仲良 く 叶 由 野 一 符 を 散策 し て いく の が 常 だ っ た 」 と い 
、 い わ ゆ る 「 ま る 文字 」 流行 の 





カカ が ある と いう (山根 , 1986)。 こ うし た 若い 女性 間 だ け 


に 創刊 きれ た 『 ク ロワ ッ サ ン ] (平凡 出版 ) は 、『an・an』】 卒 業 邊 の た め の も の で あり 、 上 野 千 稔 子 に よれ 
「 七 四 年 に イン テリ ア 特 集 に 専門 化し た 『 セ ゾン ・ 
関心 を 持ち は じ め 、「 ニ ュー ファ ミリ ー| を つく り は じ め る 。/ ノ 団塊 の 世代 は 、 親 
、 自 分 た ちの 結婚 と 家庭 づく り に 





ド ・ ノ ン ノ (集英社 ) 














は 革新 的 で は な か っ た | (上 野 , 1984 : 81)。 


メ 男 の 時 代 」)%2。 ぐ 若者 文化 > を 無 949 
名 詞 の 若者 文化 へ と 拡散 きせ つつ も 、 彼 女 た ち 
ファ ッ シ ョ ン と いう 自 まま NII 
た 。 既成 の メデ ィ ア に 頼り 、 そ れ に 指示 され た 倫 
間 に 赴 いた に せよ 、 あ る 階層 の 若い 女性 に 課せ ら 
れ て いた 常識 に 倍 痛 し 、 同 世代 の 同性 と の 連 和 演 を 
求め 、 女 性 の 存在 を 欠落 きせ て きた ぐ く 若 者 文化 > 
に 密か に 異 を 唱え た の で ある 。 












































【 小 括 】 


本 稿 で は いわ ゅ ゆる 団塊 の 世代 を 中 心 と し た 二 つ 
の YS を 概観 し た 。 そ こ に 共通 し て いる の は 、 単 
に それ ら を モラ ル ・ パ ニッ ク 視 する だ け で は な い 
マス メデ ィ ア の 新た な 動き で あり 、 特 に 若者 向け 
メデ ィ ア が 、 そ れ ら を 加速 し 、 時 に は それ ら の 母 
体 と な る よう な 事態 で あっ た 。 ま た これ ら は 、 そ 
れ ま で の あか ら さ まな 反抗 に も と づく 男性 中 心 的 
な YS と も 異な っ て いた 。 も ちろ ん 、 こ の 二 つ の 
YS は 高度 経済 成長 や 消費 社会 の 産物 で あり 、 そ 
こ に 寄生 し た だ け だ と も いえ よう 。 し か し 、 若 者 
た ちの アイ デン ティ ティ の 源泉 が 、 メ ディ ア や 消 
費 と の 関わ り 方 、 な いし は それ ら と の 距離 の と り 
方 に 求め られ ざる を 得 な く な っ た 情況 下 で の 新 し 
い 試 み と し て 、 ま た 「 か つて 受 te 
化 に お ける “サブ” と “支配 的 (dominanb) 

区 別 は 、 10 の 
の 感受 性 や 嗜好 の 多元 性 へ と 細分 化 さ れ た 世界 に 
お いて は 、 も は や 正当 で ある と は いえ な い 」 
(Cantey, 2004 :47) と いっ た 動向 が 、 一 気 に 顕 
在 化す る 80 年 代 以 降 の 先取 り と し て 、 両 YS を 位 
置 づ ける こと も 可能 だ ろう 。 現 に 、 フ ー テ ン 族 の 
よう に スト リー ト に 和 無為 に た た ずみ 続け る YS 
は 、90 年 代 に 再度 注目 を 集め る こと に な り 、 ま た 
いわ ゆる カタ ログ 雑誌 を 介し た YS の あり 方 は 、 
その 後 も ポパイ 少年 ・ 棚 ガー ル ・ オ リー ブ 少 女 ・ 
Hanako 族 と 再生 産 さ れ 続け て いる 。 ア ンダ ー グ 
ラウ ンド な 、 暴 議 申し 立て (dissent) や 新た な 選 
択 肢 (altemative) で ある ぐ く 若 者 文化 > が 終 寺 し 
た と し て も 、 若 者 た ちの 自ら の 文化 (Aa way of 














































































































社 会 学部 紀 要 第 97 号 





life) へ の 希求 は 依然 続い て いく の で ある 。 
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32) また 中 野 連 も る 「 と ころ が 、『 ア ン ア ン 』 は 完全 
と 服 、 服 と 小物 、 さ ら に その 背景 ( イ 2 





8 縮 29 人 和 0 し か も 、 服 その も の で は な く て 、 服 
貨 、 街 普 ) な どの 組み 合わ せ ニ コー ディ ネイ ト の 面白 さき さ に 
力点 を 置い て 見 せ て いる 感じ な の が 、 昌和 と 回 
































顧 し て いる (中 野 , 1999 : 158) 。 
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Concerning Youth Subcultures in the Postwar Era Vol. 2 
From Futen-zoku to Annon-zoku 


ABSTRACT 


Futen-zoku (The Vagabond Tribe)' emerged in the summer of 1967. They gathered the 
small park in front of the east gate ot Shinjuku station. They called it Green House'. In the 
1960s, Shinjuku was the hottest venue for the youth and there were many spots where 
events of avantgarde, underground or alternative culture were occurred and performed. 
Futen-zoku stayed there without doing anything all day long and sometime they indulged 
themselves in using drugs or chemicals, e.g. thinner, glue and sleeping pill. They wore 
eccentric clothing. The mass media took them up in a moral panic , because of their 
license, idleness and neglect ot orthodox gender roles. However, they didnt have any firm 
belief or cause or their own media. So, they disappeared the following year and their 
subcultural values were taken over by other youth subcultures. Futen-zoku belonged to 
Dankaino-Sedai (the Japanese Babyboomer generation), and their social class 
backgrounds were not so low. 

"Annon-Zoku'′ (whose members intensively read the women's magazines, “an・an” and 
"mon・no") was born in 1972. It was the first youth subculture of which members were 
mainly young women. Led by articles of those magazines, they took trips to historic cities 
(Kyoto, Kamakura etc.), scenic locales (Karuizawa, Hokkaido etc.) or exotic towns where 
Western people have lived since olden tmes (Nagasaki, Kobe etc.). They were usually 
college students or office workers (OL, in Japanese). So, their social class backgrounds 
were also not so low, and they belonged to the Dankai or postDankai generation. In the 
early 1970s, a girl from middle or upper class family wasnt permitted to take a tip by 
herself yet. Annon-Zoku did not represent deviance, but created certain gender trouble' 
under the circumstances of the 1970s. They were sneered at because of their uniformity or 
vulnerability to the influence of the media. However, they reflected the atmosphere of the 
"Women's Lib' period, too. 

These two youth subcultures were considered to be consumption-oriented or 
superfluities of affluent society. However, they were important as the heralds of youth 
culture in the 1980s and 19905. 


Key Words: youth subcultures, Futen-zoku, Annon-zoku 


